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SK852  

1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック多最、黒褐色

ブロック少董含む。

SK853・902  

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色士

4 明褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土
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ローム粒子、ロームブロック多絋含む。

ローム粒子、灰掲色粒子、ロームブロック

多最含む。

ローム粒子多贔含む。

ローム粒子、ロームブロック多量含む。

ロームプロック多量含む。

ローム粒子多羹、灰掲色ブロック少量含む。

SK856  

1 黒褐色土 ローム粒子少最含む。

2 暗褐色上 ローム粒子、ロームブロック多量含む。

3 黄褐色土 ローム粒子少最、ロームブロック多最含む。

SK857 ・858  

1 暗褐色土

2 明褐色士

3 暗褐色士

ローム粒子多量、ロームプロック少彙含む。

ローム粒子、ロームブロック多墓含む。

ローム粒子、ロームブロック多蘊、灰褐色

ブロック少最含む。

SK860・861  

1 暗褐色土 ローム粒子多量、ロームプロック少量含む。

2 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック少蘊含む。

3 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック多最含む。

SK 862  

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 明褐色土

4 黄褐色土

SK863  

1 暗褐色土 ローム粒子多最含む。

2 暗褐色士 ローム粒子、ロームプロック多量含む。

SK864  

1 暗褐色土 ローム粒子多抵、ロームブロック少籠含む。

SK865  

1 暗褐色士 ローム粒子少量含む。

SK867・870 ・901 

1 暗褐色士 ローム粒子、ロームブロック多量含む。

2 暗褐色土 白色粒子多量、ロームブロック少量含む。

3 暗褐色土 白色粒子、ロームプロック少量含む。

4 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック少量含む。

5 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

6 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック、灰褐色ブロック

多量含む。

7 暗褐色土 ローム粒子少温、ロームブロック多晨含む。

8 暗褐色土 ローム粒子多量含む。

9 暗黄褐色士 ローム塊。

SK868 ・869  

1 暗褐色士

2 暗褐色土

ローム粒子多最含む。

ローム粒子少量含む。

ロームプロック少量含む。

ローム塊。

ローム粒子、ロームプロック多址、灰褐色

プロック微羹含む。

ローム粒子、ロームブロック多量含む。
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SK872 

1 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック少最含む。

2 黒褐色士 ローム粒子、ロームプロック少量含む。

粘性あり。

SK874 ・875 

1 灰黒褐色士 ローム粒子多量、焼土粒子少量含む。

2 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック少晨含む。

3 暗黄褐色土 ローム粒子、黒褐色ブロック少量含む。

粘性あり。

4 黒褐色上 ローム粒子、焼土粒子、ロームブロック

少量含む。粘性あり。

SK882 

1 暗褐色士 ローム粒子、黒褐色プロック少絋含む。

2 暗黄褐色士 ロームブロック少量含む。粘性あり。

SK885 

1 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック少星、焼土

粒子微量含む。粘性あり。

2 暗黄褐色土 ロームブロック多量含む。粘性あり。
SK887 

1 黒褐色土 ローム粒子、焼士粒子少凪含む。

2 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロック少量含む。

粘性あり 。

3 暗黄褐色士 ローム塊。粘性あり 。

SK891 

1 黒褐色士 ローム粒子、ロームプロック微量含む。

2 暗褐色土 ローム粒子微最含む。

3 暗黄褐色土 ロームプロック少量含む。粘性あり。

4 暗黄褐色土 ロームブロック多量含む。粘性あり。
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1 黒褐色土 ローム粒子少量、ロームブロック微量含む。

2 暗黒褐色士 ローム粒子多量、ロームブロック微蘊含む。

3 暗黄褐色土 ロームブロック、黒褐色プロック多量含む。

SK905・906・907  

1 暗褐色土 ロームブロック多量含む。

2 暗褐色士 ローム粒子、ロームブロック多最含む。

3 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック少量含む。

SK909・910  

1 暗褐色土 ローム粒子多饂含む。

2 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック、炭化物少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒子少量含む。

4 暗黄褐色土 ロームブロック多量含む。

SK912  

1 暗黄褐色土 ローム粒子、ロームブロック多量含む。

SK913  

1 赤褐色士 焼土ブロック多量、焼士塊含む。

2 暗黄褐色土 ロームブロック多誠、ローム塊含む。

SK916  

1 暗褐色土

?m 
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ローム粒子多量、焼土粒子、ロームプロック、

炭化物、黒褐色プロック少量含む。

2 暗褐色土 ローム粒子多量、炭化粒子、ロームブロック、

焼土ブロック少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック少蘊含む。

4 暗褐色土 ロームブロック少量含む。

SK920・938  

1 黒褐色土 ローム粒子多拡、ロームブロック少量含む。

2 暗黄褐色土 ローム粒子、黒褐色プロック多最含む。粘性あり

3 黒褐色士 ロームブロック微量含む。粘性あり。

SK921・ 9 2 6  

1 黒褐色士 ローム粒子少鼠、ロームブロック多量含む。

2 暗黄褐色土 ロームブロック多最含む。粘性あり。
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暗褐色土

暗黄褐色士

9 2 8 

暗黄褐色土

9 2 9 

暗褐色士
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ローム粒子少最含む。

ローム粒子多量含む。

ローム粒子多量含む。粘性あり。

ローム粒子、ロームブロック

多量含む。

ローム粒子、ロームプロック、

白色ブロック多量、黒褐色

ブロック少最含む。

SK931 

1 暗褐色土

2
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ローム粒子、ロームプロック、白色プロック
多最、黒褐色ブロック少量含む。
ローム粒子、ロームブロック多量、焼土粒子

微戴含む。
SK932 

1 灰褐色土 白色粒子多量含む。
2 暗黄褐色土 ローム粒子多絋、黒褐色ブロック少量含む。
SK933・934 

1 暗褐色土 ロームブロック多量含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック多最含む。
3 暗褐色士 ローム粒子少籠、ロームブロック多量含む。
SK935 

1 黒褐色土

SK937 

1 黒褐色士 ローム粒子多贔、ロームブロック微量含む。
2 暗黄褐色土 ロームブロック少量含む。粘性あり。
SK940・943 

1 暗褐色土 ローム粒子多量含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック多量含む。
SK941・942 

1 暗褐色士 ローム粒子多最含む。
2 暗褐色土 ロームブロック多最含む。
3 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック多最含む。
SK944 

1 黒褐色士
SK945 

1 黒褐色土

2 明褐色土

3 灰褐色士

SK946 

1 暗褐色土

SK947 

1 黒褐色土

2 暗黄褐色士

ローム粒子、ロームブロック少最含む。

ローム粒子、ロームプロック少量含む。

ローム粒子多最、ロームプロック少量含む。
ローム粒子、ロームプロック多絋含む。
ローム粒子、ロームプロック少量含む。

ロームプロック多最含む。

ローム粒子少量、ロームブロック微最含む。
ローム粒子少最含む。
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1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック多拡含む。

2 暗褐色土 ローム粒子多最含む。

SK953 

1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック少量含む。

SK 955 

1 明褐色土 ローム粒子多蘊、ロームブロック少拡含む。粘性あり 。

SK956・957 

1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック、黒褐色プロック少量含む。

2 暗黄褐色士 ローム粒子、ロームブロック多最含む。

3 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック少量含む。

4 暗黄褐色士 ロームブロック多量含む。

5 暗褐色土 ロームプロック、黒褐色プロック少拡含む。

6 暗黄褐色土 ロームブロック、黒褐色ブロック多蘊含む。

SK958~9 6 0 

1 暗褐色土 ローム粒子、灰褐色プロック多試含む。
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2 暗褐色土 ロームブロック、灰褐色プロック多最含む。

3 暗褐色士 ローム粒子、ロームプロック多贔含む。

SK961 

1 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック少量含む。

SK962 

1 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロック少量含む。

2 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック少量含む。

SK963・964 

1 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック少羹含む。

2 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック少最含む。

3 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック多凪含む。

4 暗褐色土 ローム粒子少量含む。

SK968 

1 暗褐色土 ローム粒子少葦含む。

2 明褐色土 ローム粒子、ロームプロック少贔含む。

SK969 

1 暗褐色士

2 明褐色上

3 暗褐色土

4 暗褐色土

SK970 

1 暗掲色土 ローム粒子少最含む。

ローム粒子少最含む。

ローム粒子、ロームブロック少量含む。

ローム粒子少嚢、焼土粒子多最含む。

ローム粒子、焼土粒子少最含む。

-563-



第476図 土塙(38) SK973 SK972 

5
6
7
 

6
6
6
 

9
9
9
 

k
 s

 

A 

QI 

／ 

見// SKQ07 11 _!!' 

-A 

A_1_5 70O ...!l 

言
旦— _Jl言 SK978

SK971 / 

ロ＼ーロロl

SK979 

14. 80 

言

s心74~977

A
-

口ぃ]-
叫

三冒二：
SK980 SK981 

16.50 

15. 10 

］ 

SK982 

I~-

— 

□
 

Ii.三□□
SK983 

SJl 16 
15.70 

□口
15.90 

I
-

―言
口

昌

言

ロ
I

-̀
 徊

1 :80 

S K 9 6 5 ・ 9 6 6 ・ 9 6 7  

1 黒褐色土 ローム粒子、ロ ームプロック少量含む。

2 暗褐色士 ローム粒子、ロームプロック、黒褐色ブロック

少最含む。

3 黒褐色土 ロームプロック少最含む。

4 暗褐色土 ローム粒子少贔含む。

SK973  

1 暗褐色土 ローム粒子多量、焼土粒子少量含む。

2 暗黄褐色土 ローム粒子微景含む。

SK974  • 9 7 5  • 9 76  • 977 

1 暗褐色士 ローム粒子少籠、灰色粒子微量含む。

2 暗褐色土 ローム粒子、焼土粒子多量少量含む。

3 暗黄褐色土 ロームブロック多量含む。

4 暗灰褐色士 ローム粒子微最含む。

5 暗灰褐色士 ローム粒子多量、焼土粒子少量含む。

6 暗褐色士 ローム粒子少量含む。

7 暗褐色土 ローム粒子少最、焼土粒子多量含む。

8 暗掲色土 ローム粒子多量含む。

9 暗褐色士 ローム粒子、ロームブロック多量含む。

10 暗黄褐色士 ロームブロック少拡含む。

II 暗褐色土 焼土粒子多量、焼土プロック、ロームブロック

少最含む。

12 暗黄褐色土 ローム粒子多贔、ロームブロック少量含む。

SK980  

1 暗褐色土 ローム粒子少量含む。

2 暗黄褐色土 ローム粒子、ロームプロック少拡含む。
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SK995 

1 黒褐色土 ローム粒子多量含む。

2 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロック多最含む。
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SKlOOl 
1 灰褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

ローム粒子少量含む。

ローム粒子、ロームブロック多量含む。

ローム粒子多址、ロームブロック少輩含む。

和
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2 暗褐色土 ローム粒子少量含む。
3 褐色土 ローム粒子多量含む。
4 暗褐色土 ロームプロック多量含む。
5 暗黄褐色土 ロームプロック多量含む。
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第479図 土壊(41)

SKl 067 SK]068 

SKl 066 -----

-SK981 / ご□／／／
¥
‘
 

SJ 1 1 3 

16. 10 

16. 20 

18. 20 

10cm 
9 9 4 冒

土塙出土遺物観察表（第480• 481図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

1 人形 幅1.6X高さ3.6X底径2.2cm SK277 

2 砥石 長さ87X幅2.9X厚さ2.3cm、重塁758 g SK277 

3 人形 幅6.0X高さ 10.1X底径5.9cm 猿？ SK290

4 香炉 04.4) 9.5 (11 8) BK A 灰白色 35 瀬戸美濃 SK313 

5 香炉 (13.0) 3.8 (8.8) K A 淡黒褐色 25 瀬戸美濃 SK440 

6 香炉 12.4 A 灰臼色 20 瀬戸芙濃 SK565 

7 碗 12.2 7.0 5.2 K A 淡黒褐色 40 瀬戸美濃 SK594 

8 かわらけ 8.8 2.3 4.6 BE A 淡赤褐色 95 SK595 ， かわらけ 9.5 2.2 5.6 BK A 黒褐色 100 口縁部に油煙の痕跡（付着）あり SK596 

10 かわらけ 9.4 2.2 6.1 BEGK A 淡黒赤褐色 95 SK596 

11 砥石 長さ (77) X幅22X厚さ 18cm、重量119.5 g SK596 

12 仏器 8.8 B A 淡黒褐色 40 瀬戸美濃 SK597 

13 手付瓶 6.5 K B 淡灰褐色 90 灰釉 SK653 

14 高台付碗 15.2 6.2 (6.5) BKL B 灰色 40 末野産

15 長頸瓶 13.6 BKL C 淡茶褐色 70 SK747 

16 碗 (12 0) 7.1 (4.8) A 淡黄緑色 40 肥前系陶器 SK793 

17 かわらけ (6.0) EK A 淡赤褐色 30 SK794 • 795 

18 かわらけ (9 6) 2.3 (4.2) EK A 灰褐色 30 見込に円孔 1ケ所 SK794 • 795 

19 かわらけ (9.6) 2.3 (5.4) EK C 淡灰褐色 40 見込に円孔 1ケ所 SK794 • 795 

20 かわらけ (10.0) 2 7 (5.8) EK A 暗灰褐色 40 底部に 2ケ所の円孔 灯明皿の転用か SK794 • 795 

21 坪 12.4 3.9 5.0 BCK A 青灰色 95 南比企産 SK812 

22 甕 18.6 BK A 暗赤褐色 50 SK812 

23 甕 (20.8) BK A 暗赤褐色 35 SK812 

24 甕 (19.4) BFK A 暗赤褐色 50 SK812 

25 紡錘車 長径4.0X短径3.9X孔径o.sx厚さ 1.5cm、重量39.6g 「有」の告示あり 石製 SK904

26 砥石 長さ (5.4)X幅2.7X厚さ2.3cm、重羅50.6 g SK959 

27 短刀 長さ (26.8)X身幅2.2X棟幅04cm、重械1004 7 g SK301 

28 鉄製品 長さ (4.0)X幅0.6cm、重量3.49g 角棒状品 SK343 

29 釘 長さ (4.0)X幅0.4cm、重量3.41g SK346 

30 鉄製品 長さ (5.6)X幅06cm、重量8.93g 角棒状品 SK391 

31 鉄製品 長さ (2.0)X幅0.4cm、重鼠1.57g 角棒状品 SK391 

32 丸釘 長さ(1.3)X幅0.6cm、重量0.86g SK391 

33 キセル 長さ (29) X径08cm、重旦1.99g 銅製品吸日か SK391

34 釘 長さ (5.0)X幅0.55cm、重量6.18g SK396 

35 鉄製品 長さ (35) X幅04cm、重量1.59g 肩平角棒状 SK399 

36 釘 長さ(165) X幅035cm、重量079 g SK399 

37 鉄製品 長さ（1.3)X幅0.95X厚さ0.2cm、重量0.60g 板状品 SK399 

38 釘 長さ (5.3)X幅0.45cm、重量4.08g SK480 

39 釘 長さ (2.3)X幅0.5cm、重量166 g SK590 
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第480図 土壊出土遺物(I)
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第481図土塙出土遺物(2)
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土塙出土遺物観察表（第480• 481図）

番号 器種 ロ径 I器高 I底径 I 胎土 I 焼成 I 色調 I残存率 備 考

40 鉄鏃 長さ (3.3)X径0.3cm、重量1.01g 丸棒状 SK595 

41 キセJレ 長さ (4.7)X径1.55cm、重鼠6.05g SK595 

42 刀子 長さ(13.2)X身幅0.9X棟幅03cm、重量128 g SK596 

43 鉄製品 長さ (2.1)X幅0.3cm、重量0.66g 釘？ SK596 

44 鉄製品 長さ (3.9)X幅0.5cm、重量4.02g 釘？ SK596 

45 鉄製品 長さ (3.4)X幅0.5cm、重量1.78 g SK596 

46 鉄片 長 さ(1.5)X幅（1.5)X厚 さ0.25cm、重鼠1.41g SK596 

47 刀子 長さ (11.3)X身幅1.1X棟幅03cm、重量16.91 g SK597 

48 不明品 長さ (2.6)X幅1.2X厚さ0.1cm、重量0.78 g 銅板片 SK597 

49 鉄製品 長さ (4.7)X幅0.6X厚さ0.4cm、重量5.51g 角棒状 SK664 

50 釘 長さ (3.7) X幅0.6cm、重量3.37g 基部片 SK726 

51 釘 長さ(14) X幅0.5cm、重量1.73 g SK904 

52 釘 長 さ(5.1)X幅0.5cm、重羅7.62g SK996 

-569-



第482図 土塙出土遺物（3)
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土城出土遺物観察表（第482図）

番号 器種 ロ径 I器高 I底径 I 胎土 I焼成 I 色調 I残存率 備 考

1 寛永通宝 直径2.5cm、重量2.89g SK596 文銭寛文 8年(1668)
2 寛永通宝 直径2.5cm、重量3.10g SK596 文銭寛文 8年(1668)
3 寛永通宝 直径235cm、重量3.29g SK596 古寛永寛永13年(1636)
4 寛永通宝 直径2.5cm、重旦3.32g SK596 古寛永寛永13年(1636)
5 寛永通宝 重量119 g SK596 
6 古銭 重量041 g SK596 
7 寛永通宝 直径2.5cm、重量3.83g SK597 文銭寛文 8年(1668)
8 紹聖元宝 直径24cm、重量2.91g SK762 北宋銭紹聖元年(1094)
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土塙一覧表

番号 位置 主軸方向 長径（m) 短径(m) 深さ (m) 番号 位置 主軸方向 長径（m) 短径(m) 深さ (m)

252 N-6 N-24°-W 0.67 0.58 0.34 306 N-6 N-2T-W 2.61 2 36 1 06 

253 N-7 N-5°-E 0.74 0.68 0.22 307 M-8 N-32°-W 1 26 0.96 0.23 

254 N-7 N-50°-E 0.78 0.70 0.28 308 M-8 N-10°-W 0 70 0.56 0.24 

255 N-7 N-5°-E 0 84 0.76 0.25 309 M-9 N-0°-E 0.72 0.60 0.46 

256 N-7 N-21'-E 1.32 0.57 0.22 310 N-9 N-48"-E 1.24 0. 72 0.17 

257 N-7 N-64°-E 0.93 0. 72 0.19 311 M-8 • 9 N-83'-E 1 40 1. 21 0.24 

258 M-7 N-54'-W 1.67 0.36 0.34 312 M-8 N-38°-W 1.11 0.62 0.26 

259 L-7 N-13"-W 0. 72 0.66 0.16 313 N-7 N-15"-W 0.80 0.76 0.28 

260 N-7 N-9°-W 1.53 1 34 0.31 314 N • 0-6 N-45'-W 2.35 2 28 0.80 

261 N-7 N-31°-W 0.68 0.45 0.20 315 V • W-17 N-63"-E 1. 78 1.24 0.63 

262 N-7 • 8 N-64°-E 1. 61 0.74 0.30 316 Q-5 N-48"-E 3.06 0 47 0 06 

263 M-8 N-3"-E 1.04 0 99 0 33 317 V-17 N-49'-E 1.32 0 60 0 12 

264 M-8 N-20°-W 0 92 0.52 0.21 318 X-16 N-43°-W 1.90 0.74 0.47 

265 L-7 N-45°-E 1.02 0.96 0.12 319 X-17 N-42°-E (0.64) 0.56 0.09 

266 K-8 N-23"-E 1.66 1 26 0.15 320 0-3 N-36°-W (1.32) 0.71 0 26 

267 M-10 N-42'-E 1 00 0.94 0.12 321 L-7 N-55'-E 1. 75 0.64 0.17 

268 M-10 N-36'-W 0.98 0.96 0.12 322 M-7 N-38°-W 0.73 0.66 0.12 

269 M-8 N-63°-E 1.30 1.00 0.44 323 N-6 N-23'-W 0 92 0.68 0.35 

270 M-8 N-60'-W 0.92 0.53 0.24 324 N-6 N-1°-W 0.65 0.60 0.20 

271 N-7 N-69°-E 1.50 0.62 0.30 325 N-6 N-20"-W 0 70 0.66 0.22 

272 N-7 N-39"-W 2.48 0.26 0.48 326 N-6 N-40'-E 1.22 1.02 0.40 

273 N-6 N-42'-W 0.94 0.72 0.27 327 N-6 N-48"-E 1.12 0.98 0.29 

274 N-7 N-69'-W 0.62 0.56 0 23 328 M-6 N-41'-W 1.07 0 91 0.33 

275 M-6 N-46°-E 3.61 0.35 0 25 329 M • N-5 • 6 N-47'-W 0. 72 0 56 0.12 

276 K-8 N-6'-E 0.93 0 82 0 36 330 M • N-6 N-64"-E 0.93 0 52 0.17 

277 L-8 N-50°-W 1.57 1.48 0.30 331 0-7 N-18"-W 0.74 0.60 0.12 

278 L-8 N-ST-W 1.00 0.85 0.30 332 N-7 N-46"-W 0.46 0.37 0.22 

279 L-8 N-32°-W 1.02 0.92 0 47 333 X-17 N-51'-W 1.58 (0.55) 0 27 

280 L-8 N-4T-W 1 41 0.92 0.18 334 N-7 N-21"-E 0.60 0.47 0.27 

281 M-9 N-49°-W (0.68) 0.66 0.20 335 M-7 N-23°-E 0 56 0.44 0.48 

282 L-10 N-52°-W 1 42 0.83 0.11 336 N-7 N-72°-W 0.75 0.51 0.44 

283 L-10 N-12°-W 1 18 0.98 0.18 337 M-7 N-45°-W (1 10) 0 67 0.19 

284 L-7 N-52'-W 0.88 0. 72 0.24 338 M • N-7 N-40'-E 0 56 0.46 0.18 

285 M-6 N-45°-E 0.77 0.50 0.40 339 S-3 N-43°-W 0.67 0.55 0.30 

286 L-9 N-40'-E 1.23 0.91 0.24 340 N-6 N-93°-E 1.16 0 90 0.34 

287 M-9 N-45'-W 1.49 0.60 0.27 341 K-10 N-45'-E 1.22 (0 83) 0.26 

288 M-9 N-42"-E 0.78 0.74 0.21 342 K-10 N-45"-E 1.29 0.82 0.19 

289 M-8 N-50'-W 2.11 0.67 0.36 343 R-9 • 10 N-42°-E (2.16) 0.87 0.22 

290 N-6 N-40'-E 1.13 (0.83) 0.26 344 R-9 • 11 N-92'-E 2.26 0.82 0 18 

291 M-6 N-45°-E 0.90 0 64 0.27 345 R-10 N-5T-W (1.50) 0.61 0 08 

292 M-9 N-62"-W 0.57 0 46 0.12 346 Q-10 N-60"-W (2.00) (0. 75) 0.22 

293 N-7 • 8 N-44°-E 0.60 0 50 0.14 347 S-9 N-46°-E 1. 93 0.61 0 08 

294 L-9 N-3°-E 1.86 1.08 0.28 348 T-8 • 9 N-50°-W (3 18) 0.54 1.10 

295 L-8 N-41°-E 1.10 0 92 0.16 349 T-7 N-4°-E (2 54) 0.68 0.25 

296 L-10 N-2°-E 2.93 1 79 0.19 350 T-9 N-48°-E (0.68) 0.68 0.16 

297 L-10 N-50'-W 2.06 0.74 0.12 351 0-4 N-50°-W 1.84 0.63 0.10 

298 K-9 • 10 N-25°-W 0.62 0.54 0.12 352 0-4 N-47°-E 1 50 0.56 0.18 

299 M-8 N-83°-E (0.66) 0 62 0.08 353 P-5 N-70°-E 0.65 0 63 0.19 

300 M-8 N-85°-E 0.62 (0.33) 0.12 354 0-5 N-53°-W 3. 72 0.58 0.10 

301 N-8 N-6'-W 1.18 0.50 0.14 355 0-5 N-36"-W 0.96 0 88 0.68 

302 M-7 N-26°-E 0.84 0.72 0.74 356 0-4 N-27'-W 1.20 1 02 0.12 

303 M-7 N-15°-E 1 16 0.50 0.54 357 R-10 N-50'-W 4.16 0 92 0 67 

304 N-7 N-30°-E 1 56 1 02 0.40 358 Q-5 N-25"-E 1.03 0.90 0.16 

305 N-7 N-22°-E 1.30 (1.06) 0.18 359 N-6 N-7°-W 1.06 0.76 0 28 

-571-



番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m)

360 0-8 N-74'-W 0.18 0.80 0.14 414 N-9 • 10 N-5°-W 0.86 0.86 0.42 
361 0-8 N-72"-E 0 73 0 76 0.10 415 M • N-11 N-32°-E 3.50 0.43 0.06 
362 0-8 N-15°-W 0 42 0.39 0.16 416 P-9 N-4T-E 1.04 0.97 0.30 
363 N • 0-8 N-51°-E (1.34) 0.60 0.11 417 P-7 N-41°-E 0.97 0.88 0.09 
364 0-8 N-10°-E 0.69 0.62 0.18 418 P-7 N-26"-E 1 25 0.90 0 21 
365 P-7 • 8 N-48'-W 2.88 0.67 0.42 419 N • 0-6 N-20'-E 1.61 1.07 0.42 
366 P-7 N-42'-W 0.84 (0.62) 0.12 420 P • 0-11 N-29°-W 1. 78 1 21 0.17 
367 p. Q-8 N-40°-E 0 75 0 66 0.10 421 P-10 • 11 N-87°-W 0.80 0.73 0.15 
368 P-8 N-33°-W 1.24 0.78 0.12 422 P-10 • 11 N-6°-W 1.30 0.64 0.25 
369 P-8 N-3T-W 2.73 1 26 0.10 423 M-11 N-59°-W 0.77 0.60 0.22 
370 0-8 N-82°-E 0.95 (0.62) 0.16 424 N-10 N-72°-E 0.74 0.40 0.14 
371 0-8 N-0°-E (0.60) 0.52 0.12 425 N-10 N-73'-E (1.45) 0.47 0.27 
372 0-8 N-70'-E 0.66 (0.52) 0.15 426 N-10 N-25"-W 1.00 0.46 0.28 
373 T-9 N-23"-W 1.84 (0.40) 0 11 427 N-10 N-2'-W 1.05 0 44 0 20 
374 0-8 N-38°-E 1 84 0.58 0 24 428 0-10 N-2°-W 1.32 0.28 0.13 
375 T • U-9 N-32°-W 2.48 (0.31) 0.11 429 0-9 N-18°-E 1.10 0 50 0.18 
376 N-8 N-55°-E 0.78 (0 52) 0.14 430 0-9 • 10 N-36°-W 1.56 1.47 0.15 
377 M • N-10 N-52'-E 3.42 0.50 0.11 431 0-9 N-80°-E 1.34 0.60 0.12 
378 M • N-10 N-58'-E 0.95 0.89 0.10 432 P-9 N-52°-E 1.24 0.70 0.25 
379 N-10 N-0°-E 1. 97 1.60 0.37 433 P-10 N-79'-E 0 84 0.78 0.26 
380 N-10 N-37'-E 1 84 0. 72 0 24 434 P-9 N-41'-W 1.00 0.94 0.30 
381 N-10 N-24°-W 1.88 0.60 0.14 435 P-10 N-54°-E 0.80 0.74 0.19 
382 N-10 N-73°-E 1.26 0 85 0.10 436 P-10 N-76°-E 1.30 0 73 0.23 
383 N-10 N-34"-W 1.46 0.55 0.14 437 P-10 N-82°-W (0. 75) 0. 70 0.14 
384 0-10 N-21°-E 0.92 0.78 0.28 438 P-10 N-11°-W 0.90 0.60 0.12 
385 0-10 N-83'-E 0.88 0.81 0.36 439 p. Q-10 N-45'-W 1.56 1.40 0.17 
386 0-10 N-50°-E 2.84 1.37 0.14 440 Q-10 N-T-W 0 84 0.77 0.13 
387 N-9 • 10 N-75°-E (1.30) 0.42 0.11 441 P-9 N-88'-W 0.80 0.62 0.19 
388 N-10 N-13°-E 1. 94 0.54 0.15 442 P-9 N-78"-W 0.78 0.60 0.21 
389 N-9 • 10 N-4T-W 2.27 0.50 0.08 443 P-9 N-40"-W 1.14 0 75 0 20 
390 M • N-12 N-8°-E 5.83 0 69 0 22 444 P-11 N-55°-E 3.64 0.49 0 14 
391 0-6 N-51°-E 3.70 2.80 0.18 445 p. Q-11 N-24°-E 7.02 1.08 0.40 
392 0-6 N-49°-E 2.68 2 56 0.20 446 P-11 • 12 N-48°-W (5.87) 0.70 0.30 
393 0-6 • 7 N-51"-E 2.88 2.67 0.20 447 0-12 N-30'-W 1.80 0.88 0.25 
394 P-7 N-46°-E 1.68 1.56 0.09 448 P-11 • 12 N-54"-W (8 91) 0.71 0.07 
395 P-7 N-45°-W 1. 76 1.52 0 11 449 Q-5 N-37'-W 0 95 0.85 0 26 
396 P-7 N-40°-W 1 96 1 65 0.12 450 Q-4 N-50'-E 1.03 0.91 0.11 
397 P-6 • 7 N-43°-W 2.96 2.70 0.20 451 Q-4 N-50°-E 0.70 0.56 0.36 
398 0 • P-6 N-44°-E 2.77 2.54 0.20 452 Q-4 N-55°-W 0.79 0.62 0.29 
399 0-5 • 6 N-44"-E 3.60 2.55 0.19 453 0 • P-12 • 13 N-49°-W 10.02 0.50 0.07 
400 0-6 N-43'-W 1.68 0.48 0.17 454 P-9 N-8T-W 0.92 0.87 0.36 
401 P-8 • 9 N-46"-E 3.47 0.68 0.44 455 P-9 N-40"-E 1.14 1.06 0.29 
402 0-4 N-39°-E 1.40 0.97 0.20 456 P-9 N-84"-E 0.97 0.91 0.10 
403 0-4 N-50°-E 1.45 0.52 0.17 457 P-10 N-38'-E (5.66) 0.72 0.18 
404 0-3 • 4 N-8T-W 0 88 0.87 0.13 458 P-10 N-30°-W 1. 96 0.22 0.06 
405 0-3 N-38°-E 1.00 0.90 0.11 459 Q-10 N-66°-E (0.85) 0.83 0.20 
406 0-3 N-37°-W 1. 74 1.10 0.15 460 P-9 N-28°-W (0.65) 0.27 0.20 
407 0-12 N-14"-W 4.08 1 00 0.43 461 N-5 N-81'-W (1. 95) 1.57 0.15 
408 0-12 N-15'-E (1.83) 0.92 0.10 462 0-5 N-51"-W 1. 78 0.60 0 70 
409 0-8 N-57'-E 2.78 0.50 1.06 463 0-5 N-45°-E 0.95 0.74 0.57 
410 N • 0-10 N-55"-E 2.65 0.47 0 15 464 0-5 N-64'-W 3.28 0 54 0.07 
411 N-10 N-50°-W 0.95 0.83 0 37 465 P-4 • 5 N-41°-E (1.09) 0.48 0.11 
412 N • 0-9 N-89°-E 0 94 0.86 0.51 466 P-4 • 5 N-T-W 1.57 1.05 0.15 
413 0-10 N-14°-E 0.83 0.74 0.22 467 N-9 N-85°-E 1 00 0.94 0.43 
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番号 位置 主軸方向 長径（m) 短径(m) 深さ (m) 番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m)

468 N-10 • 11 N-41°-W (1.60) 0.58 0.08 522 0-11 N-44°-W 0.73 0.65 0 22 

469 N-11 N-59"-E 0.75 (0.55) 0.11 523 0-11 N-31"-E 1.62 0.75 0.22 

470 P-7 N-32"-E 2 70 0.94 1.07 524 0-10 N-56°-W (0. 75) (0. 73) 0.10 

471 N-12 N-51'-E (0 93) 0.67 0.11 525 Q-8 N-43°-E (1.38) 1.30 0.10 

472 N-12 N-13"-W 1.30 (0.86) 0.11 526 P-6 N-43°-W 1.64 1.60 0.15 

473 N-12 N-26°-W (2.13) 0 78 0 20 527 P-5 • 6 N-35°-E (4.31) 1 16 0.17 

474 N-12 N-33°-E (2.26) (1.15) 0.12 528 P-5 N-48°-E 3.50 3.45 0.10 

475 R • S-6 N-14°-W 2.70 0.53 1 01 529 R-9 N-65°-W 0.90 0 72 0.15 

476 N-9 N-2°-E 0.87 0.84 0.25 530 S-8 N-25'-W 1.57 0 70 0.37 

477 N-9 N-62'-W 0 79 0.77 0.20 531 P-9 N-73'-W 0.88 (0.42) 0.26 

478 0-11 N-10°-E 11.53 0.95 0.80 532 P-2 N-11°-W 0.65 0.63 0.09 

479 0 • P-6 N-46"-E 4.91 (2.50) 0.66 533 Q-2 N-38"-W 0.93 0.75 0.08 

480 P-6 N-49'-E 2.87 2.60 0.17 534 Q-10 N-4°-W 3.57 0.75 1 35 

481 P-6 N-45"-E 2.37 1.16 0.25 535 P-6 N-26°→ W (0 76) 0.68 0.11 

482 R-7 • 8 N-46°-W 3.41 2 00 0 30 536 0-11 N-30°-W (3.31) 0.80 0 94 

483 R • S-8 N-25°-E (6.55) 0.73 0.13 537 P-3 N-5'-W 1.68 0.60 0.20 

484 R • S-7 N-75°-E 1. 79 1.60 0.04 538 Q-3 N-6°-E 0 90 0 60 0.15 

485 Q-7 • 8 N-ll°-W 1.43 0.67 0.43 539 0-10 N-2°-W 0 87 0.70 0.20 

486 Q • R-7 N-49'-E (0. 70) 0.61 0.20 540 Q • R-2 • 3 N-40"-W 0.65 0.60 0.27 

487 0 • P-8 N-68"-E 0.68 0.40 C.17 541 R-2 N-21"-W 1.46 0 85 0.25 

488 0-8 N-53"-W 0.80 0.59 0.31 542 0-8 N-59'-W 1.00 0 72 0.10 

489 Q-6 N-40'-E (1.00) 0.62 0.21 543 0-8 • 9 N-49°-E 2.42 0 93 0.12 

490 Q-6 N-45°-E (4.40) 0 90 0.22 544 0-9 N-63°-E 2.10 1.50 0.23 

491 N-12 N-31"-E (1. 6 6) (0 55) 0.15 545 S-6 N-14°-W 3.17 0.93 1 21 

492 P-6 N-34'-W 0.87) 0 40 0.06 546 T-4 • 5 N-44°-E (3. 72) 1.16 0 20 

493 Q-5 • 6 N-51°-E (1. 78) 1.30 0.27 547 T-4 • 5 N-44°-E 2 50 (0.63) 0.33 

494 P-5 N-50°-E 1.05 1.00 0 32 548 Q-1 N-43°-E 3 24 0.82 0 08 

495 P-5 N-52°-E 3.86 (1.40) 0.06 549 Q-2 N-33'-W 0.82 (0.68) 0.24 

496 p. Q-5 N-51°-E 3.60 0.46 0.08 550 R-2 N-19°-W 1. 20 0.68 0.49 

497 P-5 N-46"-E 4.48 1.07 0.06 551 Q-9 N-76"-E (1.00) 1 05 0.21 

498 Q • R-5 N-40"-W 2 99 2.65 0.16 552 Q-4 N-8°-W 3.51 0.57 0.53 

499 P-5 • 6 N-46'-E (1.33) 0.46 0.07 553 Q-9 N-42"-E 1.07 0 96 0.14 

500 P-9 N-77"-W (0.93) (0.24) 0.18 554 Q • R-5 N-3°-E (1.40) 1.00 0.32 

501 R-7 N-53"-E 1.64 (1 58) 0.08 555 R-5 N-13°-E 4.93 0.65 0.05 

502 N-5 N-79'-E 0.82 0.73 0.80 556 R-4 • 5 N-48"-E 7.10 0.90 0.43 

503 P-8 N-5T-E 1.10 0.90 0.20 557 R-5 N-9"-E 3 48 0.70 0 11 

504 P-8 N-9"-W 0. 72 0.52 0.30 558 Q-4 N-22°-W 0.70 0.62 0.14 

505 P-4 N-5T-W 1.05 (0.50) 0.16 559 Q-5 N-27°-W 0 70 0.61 0.15 

506 P-5 N-10°-W 0 79 0.47 0.35 560 Q-5 N-65'-W 1 02 0.71 0.14 

507 P-9 N-46°-E 2 84 0.69 0.25 561 Q-5 N-40'-E 1.46 0.77 0.34 

508 P-9 N-74'-W 1.40 (0. 76) 0.13 562 P-4 N-79°-E 1.07 0.95 0.15 

509 P-9 N-35'-W (0. 94) 0.57 0.15 563 P-4 N-45'-W 0.64 0.62 0.12 

510 N-10 N-30'-W 1.36 0.75 0.27 564 Q-3 N-45"-W 1.16 1 04 0.33 

511 N-10 N-90°-E 0.62 0.53 0.12 565 P-3 N-12°-E 0.60 0.57 0 20 

512 0-10 N-8"-E 1.02 0.53 0.30 566 P-3 N-13°-E 1.32 0.48 0.12 

513 P-9 N-66°-W 0.85 (0.50) 0.10 567 S-4 N-38°-W (0.86) 1.12 0.23 

514 P-9 N-25"-W 0.70 (0.55) 0.12 568 N-9 N-16°-E 3.34 0.69 1 17 

515 Q-9 N-45"-W 0.80 0 43 0.22 569 S-5 N-53°-W (0.80) 0.70 0.18 

516 Q-8 N-70'-W (1.85) 0.66 0.06 570 p. Q-6 N-40°-W 2 16 2.03 0.16 

517 Q-8 N-6°-W 2.30 0.56 0 15 571 0-9 N-10°-W 0 64 0.45 0.15 

518 P • Q-8 • 9 N-46°-E 4.03 0 40 0.17 572 0-9 N-23°-E 0.76 0.55 0.20 

519 0-10 N-40°-E 1. 96 1 82 0 15 573 0-9 N-26'-W 0.70 0.50 0.23 

520 0-10 • 11 N-25°-W 3 48 0.93 0.14 574 R-4 N-28°-W 2.92 0.55 0.93 

521 0-11 N-66°-W (3.00) 0.45 0.27 575 P-10 N-15"-E (0.60) 0 58 0.10 
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番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 番号 位 置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m)

576 R • S-4 • 5 N-6°-W 3 45 0 63 1.15 630 Q-10・11 N-30"-W 2.71 0.62 1.53 

577 S-5 N-42°-W 0.75 0.70 0.42 631 S-13 N-53'-E 0.73 0.44 0.32 

578 X-17 N-55"-W (0. 75) (0.43) 0 10 632 N-8 N-40'-E 2.07 0.60 0.20 

579 W-16 N-30'-E 0.55 (0.32) 0.16 633 T-9 N-1°-E (1.18) 0.34 0.26 

580 R-10•11 N-50'-E (5.62) 0.46 0.16 634 U-9 N-47°-E 0.64 (0.35) 0.22 

581 R-10・11 N-49"-E (3 67) (1 06) 0.11 635 T-9 N-44°-W (0 76) 0.56 0 36 

582 R-11 N-35°-E (2.02) 0 42 0.28 636 T-9 N-55"-E 1.04 0.30 0.31 

583 R-11 N-39°-E (4.65) 0.42 0.20 637 T-10 N-43'-W 3.78 0 68 0.08 

584 R-11 N-5T-W (1.98) 0 48 0.14 638 S • T-10 N-47°-E 1.30 0 50 0.38 

585 S-10 N-41'-E 4.06 0. 72 0 14 639 S-9 N-22°-W 0.68 0.50 0.14 

586 S-10 N-42'-E 5.13 0.97 0.15 640 S-9 N-43°-E (1.54) 0.40 0.04 

587 R-10・11 N-40"-E (4.02) 0.62 0.50 641 S-9• 10 N-40°-E (2. 94) 0.70 0.10 

588 R-10・11 N-53'-W (5 00) 0.44 0.21 642 S-10 N-70°-W (2. 74) (0.38) 0 06 

589 R- 10•11 N-40°-E 7.28 0.56 0.27 643 S-10 N-67°-W 5 32 0.74 0.18 

590 R-11 N-75°-E 1.06 0.88 0.20 644 S-10 N-35°-E (0 82) 0.56 0.06 

591 R-11 N-39°-E 3.63 0 60 0.10 645 V-10 • 11 N-15'-E 1.06 0.96 0.30 

592 R-11 N-49'-W 0.80 0.50 0.16 646 X-10 N-38"-E 1. 74 0.64 0.14 

593 R-ll N-47°-W 7.34 0.64 0.26 647 X-10 N-34'-E 1.36 0 74 0.18 

594 R-11 N-56'-E 7.57 1.02 0.20 648 W-9 N-35°-W 1.10 0.96 0.24 

595 Q • R-11 N-45'-E (3.66) 0.44 0.16 649 Y-10 N-44°-E 1.14 0.70 0.11 

596 R-11 N-49°-W 1.37 1.24 0.38 650 Q-12 N-47°-E 4.44 0.70 0 58 

597 R-11 N-35°-W 1 14 1.10 0.31 651 Q-12 N-4°-E (2.24) 0.66 0 22 

598 R-11 N-61°-W 3.37 0.60 1.24 652 T-17 N-45"-E 2 40 0.98 0.56 

599 V-7 N-8°-W 3.90 0.82 0.07 653 T • U-11 N-1°-E 2.16 0.50 0.14 

600 U • V-7 N-10'-E 6.26 0.65 0.22 654 T-17・18 N-T-E 2.75 0.74 0.14 

601 S-3 N-38°-W 0.76 0. 72 0 40 655 V-9 N-43°-W 2.00 0 91 1.00 

602 V-16 N-40'-W 1.54 0. 72 0.17 656 V-10 N-43°-E 1.02 (0.64) 0.05 

603 U • V-16 N-12'-E 2.37 0.60 0.08 657 V-9 N-49°-E 1.02 1.00 0.12 

604 Q • R-11 N-32°-W 0.80 0.76 0.27 658 V-9 N-43°-W 1.04 (0.86) 0 18 

605 T • U-16 N-89°-W 0.66 0.46 0.28 659 V-9 N-3°-E 1.34 0.76 0.13 

606 U-16 N-30°-E 1. 78 0.70 0.14 660 V-9 N-49'-W (1 46) 0.82 0.17 

607 T-8 N-42"-E 2.96 0 64 0.48 661 V-9 N-57'-E 1.02 1 00 0.17 

608 T • U-8 N-46'-W 4.22 0.68 0.28 662 V-9 N-17°-W 1.18 1.02 0.26 

609 T-8 N-90'-E 0.94 0.78 0.08 663 V-9 N-19°-E (0.54) 0.92 0.18 

610 T-8 N-47°-E (0.66) 0.52 0.10 664 V-9 N-13°-W 1.14 1.08 0 26 

611 U-8 N-54°-W 4 96 0.54 0.62 665 W-9 N-35°-E 1.16 (0.56) 0.20 

612 U-8 N-50°-W (6.62) 0.78 0.34 666 V-10 N-50'-E (0 77) (0.57) 0.20 

613 U-8 N-41°-E 1.88 0.50 0.16 667 V-10 N-47'-E 1.06 (0.62) 0.21 

614 U-8 N-41'-W (4.53) 0 68 0.33 668 V-10 N-49"-W (2. 50) 0 64 0.04 

615 U-8 N-38'-E 1.08 (0.86) 0.48 669 V-10 N-29°-W 1.00 0.96 0.09 

616 U-8 N-38°-E 3.28 0.86 0.16 670 V-10 N-T-E 4.52 0.54 0.18 

617 U-8 N-41'-W 10.24 0.78 0.21 671 V~10 N-39°-E 1.67 0.76 0.38 

618 U-17 N-89°-W 2.64 0.64 0.43 672 V-10 N-38°-E 0.80 (0.50) 0.80 

619 U-8 • 9 N-38°-w (2 64) 0.50 0.08 673 V-10 N-1°-E 1.05 0.96 0.45 

620 T-8 N-24°-E 0.68 (0.66) 0.08 674 V-9 N-77'-E 1.02 (0. 78) 0.10 

621 T-8 N-52"-W (2.53) 0.65 0.46 675 V-9 • 10 N-34'-W 1. 78 0.75 0.22 

622 U-8 • 9 N-47'-W (3.32) 0.68 0.26 676 V-10 N-43"-W 0.98 0.58 0 05 

623 U-5 N-47'-E 1.10 (0.40) 0.12 677 V-9 • 10 N-16'-W 1.18 0.96 0 26 

624 T • U-5 • 6 N-8°-W 3.35 0.47 1.13 678 V-10 N-45°-W (2.10) 0.94 0.21 

625 T-7 N-48°-W 1.82 0.54 0.10 679 V-9 • 10 N-48°-E 1.10 (0.84) 0.18 

626 T-9 N-3T-W (0 41) 0.40 0.24 680 V-9 • 10 N-45°-E 0.94 (0. 78) 0.20 

627 U-8 • 9 N-42°-W 4.82 0. 77 0.32 681 W-18 N-83'-E 1 62 0.70 0.30 

628 U-17 N-54°-E 1.48 0.99 0.91 682 W-15 N-35'-W 0.94 0.83 0.28 

629 T-8 • 9 N-37'-W (1.88) 0 68 0.30 683 W-15 N-51°-E 0.90 0.50 0.12 
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番号 位置 主軸方向 長径(rn) 短径(m) 深さ (m) 番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m)

684 W-15 N-78°-E 1.04 0.64 0.80 738 V-10 N-45"-W 0.91 0.87 0.25 

685 X-15 N-53"-E 1. 72 1.06 0.17 739 W-10 N-40'-E 1.08 (0 55) 0.04 

686 X-17 N-9°-W 0.88 0.69 0.30 740 W-10 N-68"-W 0.75 0.69 0.21 

687 AB-13 N-51°-W 0.82 0.76 0.40 741 X-10 N-4°-E 1.17 0.81 0.16 

688 AA・ AB-13 N-88°-W 1 40 (1.14) 0 12 742 Y-11 N-77°-W 1.13 1 00 0.27 

689 AA-13 N-83'-E 0.80 0.78 0.26 743 Y-9 N-17°-E 1. 75 1. 32 0.24 

690 AA-13 N-46"-E (1.23) 0 62 0.19 744 Y-9 N-73°-W 0 76 0.65 0.13 

691 AA-13 N-40'-W 4.90 0 42 0.14 745 Y-14 • 15 N-89°-W 1.68 0.85 0.14 

692 Z • AA-13 N-29'-W 1.38 1.19 0.14 746 Y-11 N-37°-W 0 87 0.80 0.18 

693 AA-12 N-8°-W 0.60 0.52 0.12 747 AA-17 N-70'-W 1 96 0.61 0 12 

694 Z • AA-12 N-60°-E 1.96 0.74 0.20 748 AA-17 N-85"-W 2.32 1.02 0.15 

695 AA-12 N-58'-W 0.74 0.44 0.22 749 AA・ AB-17 N-47°-E 3.37 0 61 0.22 

696 AB-13 N-T-W 1.20 1.00 0.28 750 AA・ AB-17 N-63'-W 2.53 0 45 0.09 

697 AB・ AC-13 N-45"-W 2 76 0 68 0.16 751 AB-12 N-11°-W (2.15) 0.67 0.24 

698 AC-13 N-66'-W 1.42 1.32 0.34 752 AB-12 N-73°-E (1 87) 1 00 0.43 

699 AB-13 N-53"-W 0.88 0 80 0.22 753 AB-12 N-43°-E (0.81) (0.37) 0.23 

700 AA-13 N-54'-W 1 08 1.04 0.17 754 Z-13 N-12°-E 0.96 0.83 0.14 

701 V-9 N-43'-W (1.16) (0. 60) 0.18 755 AB-14 N-35"-E 2 48 0.5Q 0.06 

702 V-9 N-11°-E 1.00 0.98 0.19 756 AB-12 N-82'-E 2.45 (0. 71) 0.35 

703 V-9 N-33"-W 1.16 0.86 0.16 757 AB-13 N-21°-W (2.46) 0.65 0.16 

704 V-9 • 10 N-42°-W 1.00 0.78 0.20 758 AB-13・14 N-3°-W 1.50 1.27 0 30 

705 V-9 N-20°-E 1.04 (0.58) 0 16 759 AB-14 N-84'-E 0.75 0.64 0.11 

706 V-10 N-23'-W 0.96 (0.58) 0.06 760 Z-11 N-61°-W (0.93) (0. 56) 0.21 

707 X-10 N-72'-W 1.25 1.06 0.23 761 AA-11 N-50"-E (1.80) 0 70 0.20 

708 Y-10 N-90"-E 0 73 0 65 0.33 762 AA-11 N-55°-E (0.96) 0.93 0.18 

709 Y-10 N-57'-W 0.82 (0. 76) 0.13 763 AA-12 N-79°-E (0.62) 0.39 0.21 

710 W-11 N-10"-W 2.07 1 15 0.09 764 AA-11 N-4T-E 2.33 (1.04) 0.17 

711 Y-12 N-48"-W 0 77 0 40 0.10 765 AB-13 N-20°-W 0.83 0.60 0.07 

712 V-9 N-7°-E 0.98 (0.86) 0.18 766 AB-13 N-90°-E 1 25 1.11 0.57 

713 U-6 N-44"-W 1.50 (0.43) 0.45 767 AB-13 N-90"-E 1.22 1.08 0.45 

714 V-10 N-32"-E 1.03 0.92 0.22 768 AB-13 N-78"-E 1 44 1.35 0 55 

715 V-10 N-45'-E (2.04) 0.66 0.11 769 AA-15 N-87°-E 2.22 2.19 0.20 

716 V-10 N-45"-E (1.09) 0.74 0.16 770 AA-14・15 N-52"-E 4.00 0.72 0.17 

717 W-9 N-45'-W 0.74 0.68 0.34 771 T-11 N-13°-E (1.43) 0 75 0.08 

718 T•U-10 · 11 N-75°-W 4.41 0.70 0.43 772 S • T-9 N-25'-W (1.80) (0.40) 0.20 

719 W-9 N-58°-E 0.68 0.61 0.14 773 V • W-10 N-46°-W 0.71 0.61 0.06 

720 W-9 • 10 N-90°-E 0.92 0.74 0.22 774 V-10 N-44°-W 1. 24 0.42 0.10 

721 X-11 N-55'-E 1.05 0.89 0.20 775 W-10 N-61°-W (0.62) 0.44 0.10 

722 X-11 N-5°-W 0 80 0 78 0.26 776 V • W-10 N-46°-W 1.43 0.73 0 15 

723 X-11 N-55°-W 1.62 0.95 0.08 777 T-11 N-48°-E 2 65 0.70 0 07 

724 X • Y-11 N-88°-E 1.43 1.22 0.06 778 T-11 N-45°-E 1.84 0.81 0.30 

725 X-10 N-46"-E 0.94 0.90 0.19 779 T-11 N-47°-W (4 36) 0.80 0 23 

726 X • Y-10 N-32'-W 1.46 1.13 0 22 780 T-11 N-49°-E 2.37 0.81 0.10 

727 Y-10 N-63°-E 0.91 0.83 0 15 781 T-11 N-50°-W 2.58 0 66 0.15 

728 Y-10 N-0"-E 0 91 0.70 0.30 782 T-11 N-53"-E 2.15 0.55 0.30 

729 Y-12 N-36'-W 2.10 0.41 0.08 783 T-11 N-52°-E 5.38 0.69 0.25 

730 X•Y-10·11 N-65"-E 2.00 0.82 0.20 784 T-11 N-29"-W 3.21 0.80 0.10 

731 W-9 N_37°-E 0.87 0.63 0.15 785 T-10 • 11 N-45"-E (3.00) 0. 72 0.26 

732 W-9 N-48'-W 1.84 0.90 0.14 786 T-11 N-47'-E (2.15) 0.68 0.23 

733 W-9 N-5'-E 0.70 Q.62 0.34 787 T-10•11 N-4T-E (2.13) 1.22 0.26 

734 W-10 N-39"-W 1.67 0.79 0.09 788 T-11 N-22°-E (0.41) 0.37 0.03 

735 W-10 N-32"-W 0.95 0 90 0.20 789 T-11 N-41'-E (0 79) (0.28) 0 05 

736 V-10 N-24°-E (0.60) 0.57 0.13 790 V-8 N-69°-W 1.19 (0. 95) 0.33 

737 V-10 N-59'-E 1.13 0.66 0.11 791 V-8 • 9 N-21°-E 1.23 1.16 0.40 
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番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ(m)

792 Y-17 N-62'-W (0.55) 0.50 0.37 846 N- 10•11 N-27'-E 1.33 0.50 0.10 

793 S-11 N-24°-E 0.79 0.54 0.26 847 ST-11 N-36'-E 0.94 0.60 0.45 

794 S-10 • 11 N-36'-W 4.31 0.60 0.12 848 S-11 N-18°-E 1.25 0 83 0 09 

795 S-11 N-37'-W 5.60 0. 71 0.15 849 T-11 N-56'-W 0 85 0.80 0.52 

796 S • T-11 N-52"-E 5 24 0.72 0.27 850 T-11 N-35'-W 0.72 0.45 0.19 

797 AA-20 N-65°-E (1 00) 0.98 0.10 851 T-11 N-34°-W 0 70 0.65 0.07 

798 S • T-11 • 12 N-1°-W 1.89 0 89 0 15 852 V-10 N-48'-W 2 18 0.65 0.25 

799 S • T-12 N-9°-E (1.65) 0 70 0 43 853 S-11 N-44'-W 2.11 0.91 0.20 

800 S • T-11 N-35°-E 1.64 1.40 0.25 854 T-11 N-71°-E 0.64 0.53 0.07 

801 AA・AB-14 N-44'-E (3.00) 0.60 0.20 855 T-11 N-10°-E 0.86 0.80 0.34 

802 Z • AA-14 N-6°-W 5.08 0.83 0.18 856 U-11 N-5'-E 1.51 (0.81) 0.23 

803 Z-14 N-35°-E 0.80 0.74 0.57 857 U-10 N-71°-E (0.92) (0.47) 0.10 

804 X-12 • 13 N-78'-W 2.81 1.30 0.95 858 U-10 N-8°-E (0.85) (0.59) 0.21 

805 Z-11 N-49°-E (4.26) 1.12 0.26 859 U • V-11 N-16'-E 1. 72 0.35 0.88 

806 Z-11 N-25"-E (0.55) 0.54 0.15 860 U-11 N-63'-E 0.96 (0.49) 0.08 

807 Y-12 N-46°-W (2. 94) (0.55) 0.14 861 U-11 N-59"-E 2.50 0 55 0 16 

808 Z-16 N-39°-E (6.02) 0.50 0.20 862 U-11 N-36'-E 0.62 0.71 0.07 

809 Z-16 N-5"-W 2 02 0.81 0.28 863 U- 10•11 N-31"-E 1.13 1.09 0.08 

810 Z-16 N-49°-E (3.62) 0.54 0.25 864 T • U-11 N-45"-E 1 22 0.76 0 11 

811 Z-16 N-50°-E (1. 58) 0.49 0 08 865 U-11 N-66'-E 1.06 0.70 0.04 

812 Y-17 N-49°-E (0.61) 0.45 0.57 866 W-19 N-61"-E 0.81 0.68 0.37 

813 Y-17 N-2'-E 1.00 0.92 0 40 867 S-11 • 12 N-44"-W (1. 7 1) 0.73 0.15 

814 Y • Z-17 N-25°-E 2.45 0.63 0.13 868 S-12 N-42'-E 3.00 0. 72 0.11 

815 Z-17・18 N-48"-E (2.57) 0.65 0.31 869 S-12 N-46°-E 1.34 (0.36) 0.08 

816 Y-17 N-64'-E 1.59 0.43 0.24 870 S-11 N-43°-W 1.28 0.77 0.17 

817 X-18 N-47"-E 1. 98 1.25 0.04 871 AA-16 N-44°-E 2.20 0.55 0.13 

818 X-18 N-88°-W 1.24 0.80 0.82 872 AB-17 N-42'-E 4.43 0.71 0.24 

819 Z-19 N-43°-E (1. 51) 0.75 0.10 873 AB-17 N-16"-E 3.35 0.61 0.13 

820 Z-19 N-3T-E 2 12 0.64 0.11 874 AB-17 N-4°-E (2 50) 0 71 0 20 

821 Z-19 N-22°-W 3.00 0.45 0.05 875 AB-17 N-82'-W 2.28 0 70 0 23 

822 Z-19 N-6T-E 2 55 0 46 0.06 876 AB-17 N-17°-E (1.65) 0.62 0.04 

823 AA-19 N-58'-E 1.48 (1.14) 0.29 877 AB-18 N-53"-E 2 18 0.40 0.08 

824 Z • AA-19 N-45'-W 0.90 0.87 0 14 878 AB-18 N-54'-E (2.25) 0.57 0.13 

825 Z-19 N-3°-E 0.83 (0.40) 0.12 879 AB-18 N-9"-W (2.03) (0.48) 0.07 

826 AA-20 N-16"-E 1.50 0.41 0.14 880 AC-18 N-39"-W 0.81) 0.64 0.23 

827 Y-17 N-47°-W 0.66 0.58 0.47 881 AB・ AC-18 N-11°-W (1.87) 1.03 0.12 

828 Y-18 N_85°-E 0.75 0.59 0.24 882 AB-18 N-15°-E (2.86) 0.60 0.20 

829 X-20 N-22'-E 0.97 0.90 0.70 883 AC・ AD-18 N-75°-W (1.85) (0.21) 0.22 

830 Y•Z-19·20 N-48°-E 1.69 1.33 0.37 884 AC-18 N-31°-W (3.03) 0.71 0.23 

831 AA-11 N-5°-E 0.70 0.54 0.17 885 AB-18 • 19 N-3T-E 2.63 1.55 0.24 

832 X-10 N-27°-E 1 67 1.13 0.34 886 AB-18 N-66"-W 1 45 1.32 0.24 

833 Z-14 N-70°-E 1 24 0. 72 0.14 887 AB-18 N-52'-W 1 21 0.95 0.48 

834 Z-19 N-39'-W 1.07 0.54 0.24 888 AA-12 N-18'-W (0 89) 0.56 0.17 

835 Z-19 N-24'-E 1.06 0 48 0 14 889 Z-16 N-41'-W (2.69) 0.57 0.22 

836 Z-19 N-22"-E 0.95 0.57 0.30 890 AB-19 N-76°-E 2.62 0.85 0.23 

837 Z-19 N-30'-E 0.83 0.80 0.15 891 AB-18 N-85'-E 1.24 0.87 0.30 

838 Z-20 N-16°-W 0.70 0.68 0 14 892 AA-19 N-68'-W 2.95 1.28 0.35 

839 Z-20 N-69"-W 3.06 1.23 0.17 893 AA・ AB-19 N-11°-E 9.35 0.92 0.14 

840 AA-19 N-1'-E 0.65 0.44 0.11 894 AC-18 • 19 N-75°-W 1.64 0 55 0.27 

841 AA-19 N-0'-E 0.67 0.57 0.14 895 AB-18 N-19°-W 0.73 0 52 0 20 

842 Z-20 • 21 N-55"-E 0.87 0.75 0.16 896 AB-18 • 19 N-65'-W (0. 98) (0. 70) 0 11 

843 Y-20 N-3°-W 0.83 0.76 0.17 897 AC-19 N-90"-E 0.70 0.60 0.28 

844 Z-21 • 22 N-10°-E 0.74 0.61 0.37 898 Y-18 N-50"-E 0 84 0.61 0.50 

845 AA・ AB-20 N-45°-W 1.12 0.53 0.12 899 AA-12 N-90'-E 0 48 0.35 0.16 
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番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m)

900 AA-12 N-43'-W 0 51 0.43 0.21 954 W-19 • 20 N-53°-E (0.66) 0.55 0.18 

901 S-11 N-53"-W (1.50) 0.74 0.15 955 AD・ AE-22 N-46°-E 1.17 0.95 0.18 

902 S-11 N-47"-W 2.75 0.92 0.25 956 U-15 N-43°-E 2.82 1.68 0 90 

903 Z-17 N-46'-W (0.80) 0 80 0 16 957 U • V-15 N-15°-W 5.56 1.60 0.41 

904 Z-17 N-29°-W 0.83 (0. 52) 0.14 958 V-14 N-63°-E (2.58) 0.62 0.31 

905 R-14 N-52°-E 1 80 0.82 0.38 959 V-14 N-60'-E (2.39) 0. 77 0.32 

906 R-14 N-47°-E 0.96 (0.54) 0.18 960 V•W-14·15 N-68"-E (3.97) 0 46 0.16 

907 R-14 N-45°-W (0.62) 0.44 0.07 961 AD-21 N-5'-E 1.80 0.40 0.13 

908 V-11 N-6'-W (1.98) 0.52 0 18 962 AD-21 N-9"-E 1.60 0.53 0.14 

909 V-11 N-36°-W 0.96 0 92 0 30 963 AD-21 N-76°-E (2.00) 0 50 0.13 

910 V-11 N-58°-W 0.82 (0.50) 0.14 964 AD-21 N-ll°-W (0 65) 0.65 0 14 

911 AB-14 N-86'-W (0 75) 0.40 0.10 965 AD・ AE-21 N-71°-W (3. 96) 0.45 0.10 

912 Q-14 N-74'-E 1 75 0.48 0.10 966 AD・ AE-21 N-46°-E 1.64 0.10 0.11 

913 S-15 N-41°-E 0.75 0.60 0.20 967 AD-21 N-2°-W 1.34 1. 31 0.11 

914 V-11 N-35'-E (1.00) (0.39) 0.40 968 AE-21 N-93'-W 1.46 0.92 0.14 

915 R-14 N-45'-W 0.56 (0 39) 0 10 969 AE-21 N-52°-W 1.43 0 50 0.24 

916 V • W-10 N-9°-W 1.38 1.00 0.48 970 AD-23 N-3'-E 0.85 0 54 0.27 

917 Y-17 N-35°-E 0.96 0 78 0.12 971 X-21 N-40°-W 1.11 1.01 0.13 

918 AA-18 N-29°-E (1. 78) 0.70 0.08 972 X • Y-21 N-33°-W (4.56) 0.62 0.26 

919 Z-17 N-27°-E 1.68 0.64 0.09 973 Z-21 N-47'-E 5 56 0.90 0 18 

920 Z-18 N-21'-E 2 18 0.64 0.16 974 V • W-7 N-76"-E (1. 76) 1.64 0.11 

921 Z-18 N-11°-W (2. 98) 0.50 0.06 975 W-7 N-T-W (1 20) 1.02 0.07 

922 Y-14 N-57°-W 1.64 (0.48) 0.10 976 W-7 N-12'-W 1.15 0.78 0.16 

923 Y-14 N-41'-W 1.44 0.48 0.17 977 V • W-7 N-7T-E (1.82) (1.46) 0.07 

924 X-14 N-27'-W 0.76 0 64 0.31 978 T-13 N-89"-E 1.92 1.88 1.00 

925 Z-18 N-13'-W 1.10 0 74 0 04 979 S-14 N-4°-W 1.02 1.01 0.26 

926 Z-18 N-4"-W 4.18 0.70 0.14 980 Q • R-8 N-53°-E 0.85) 0 92 0.15 

927 AA~20 N-2T-W 1.18 (0. 72) 0.41 981 AA-15 N-15°-W 1.08 (0. 74) 0 26 

928 Z-20 N-68°-W 4 08 0.62 0.17 982 W-20 N-1°-W 0.70 0.60 0.54 

929 Y-20 N-61°-W 1.10 0.76 0.10 983 AA-15 N-66'-W (1 55) (0.42) 0 44 

930 Y-20 N-0°-E 1 38 1.29 0.11 984 P-6 N-31°-W 0.98 0.62 0.02 

931 Y-20 N-60'-E 7.30 0.48 0.10 985 J • K-9 N-78°-W 2 32 (0.84) 0.10 

932 Y-20 N-42"-E (1.90) 0.44 0.08 986 J • K-9 N-69'-W 2 69 1.66 0.14 

933 Y-20 N-16'-E (0.90) 0 42 0.20 987 0 • P-9 N-32'-W 0.98 (0.66) 0.28 

934 Y-20 N-42'-W (2.02) 0.40 0 09 988 Q-6 N-51°-W 0.66 (0.50) 0.22 

935 X-21 N-12°-E (1.05) (0.54) 0.21 989 p. Q-7 N-16°-E 1.42 1 17 0.10 

936 Z-18 N-1°-W 1.18 0.78 0.03 990 Q-5 N-47°-E 1.26 (0.66) 0.15 

937 Z-17 • 18 N-85"-E 2.16 0.76 0.13 991 R-7 N-42°-E 2 65 0.90 0.40 

938 Z-18 N-6°-E 1. 78 0.88 0.08 992 Z-17 N-53'-E (1 64) 0.84 0.14 

939 Z-20 N-41'-E 0 64 (0.54) 0.36 993 v~19 N-47°-E 1.40 (0.56) 0.38 

940 Y-21 N-53°-E (1.60) 0.56 0 12 994 AA-20 N-4°-E 1 20 0.33 0.36 

941 Y-20 N-89"-W 1.02 0 70 0 10 995 Z • AA-20 N-45'-E 7.15 0.21 0.12 

942 Y-20 N-68"-E (1.02) 0.55 0.23 996 0-10 N-54"-W 1.40 0. 72 0.11 

943 X-20 N-54'-E (1.43) 0 68 0.24 997 N-10 N-0'-E 1.12 0.88 0.38 

944 X-20 N-7°-E 1.00 0.99 0.19 998 R-9 • 10 N-5r-w (2.28) 0.72 0.10 

945 Z-19 N-42"-E 0.60 0.54 0.28 999 P • Q-5 • 6 N-42°-W (0.80) 0 70 0.19 

946 AA-20 • 21 N-26"-E 1. 98 0.62 0.09 1000 S-10・11 N-54'-E (3.00) 0 70 0 10 

947 AB-20 N-13'-W 5.73 0.46 0.20 1001 L-9 N-63"-W (0.52) 0.52 0 10 

948 Z-20 N-43"-E 0 92 0.41 0.08 1002 0 • P-9 N-23"-E 1.01 0.52 0.18 

949 Z-20 N-42°-E 1.68 1.24 0.26 1003 0-5 N-80'-W 0 88 0.60 0.30 

950 W-19 N-43°-W 2.64 0.38 0.04 1004 0-5 N-64'-E 0.90 (0.68) 0.16 

951 V • W-19 N-19'-E (2.20) 0 70 0 10 1005 0-5 N-31"-W (0.62) (0.42) 0.07 

952 V • W-20 N-18'-E 1.64 0 76 0.12 1006 W-16 N-41°_E (1.38) (0.50) 0.22 

953 AB-14 N-47°-W 0.93 (0.56) 0.16 1007 W-16 N-42°-E (0. 90) (0 66) 0 19 

-577-



番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 番号 位置 主軸方向 長径(m) 短径(m) 深さ (m)

1008 S-10 • 11 N-45'-E 3.37 1 31 0.26 1039 P-10 N-34'-W (1.45) (0.35) 0.15 

1009 p. Q-5 N-40°-E 3.65 2.93 0.06 1040 X-20 N-2T-E 0.61 0.33 0.37 

1010 P-7 • 8 N-39'-E (1.04) 0.60 0.11 1041 V-19 N-42"-W 0.67 0.63 0.04 

1011 Y-9 N-75"-W 1. 74 0 57 0.09 1042 R-11 N-58'-E 0.83 (0.49) 0.14 

1012 Q-7 • 8 N-50"-W (0. 74) 0. 72 0.06 1043 R • S-10 N-60"-W 0 84 0 69 0.38 

1013 R-10 N-22°-W 0.61 (0.48) 0.11 1044 R-10 N-60°-W 0 80 0 56 0.28 

1014 p. Q-5 N-52°-E (5 06) 0.68 0.18 1045 T-10 N-17'-E 0.70 (0.26) 0.15 

1015 Q-2 N-63°-E 2.07 (0.54) 0.18 1046 X-17 N-49"-W 0.65 (0.25) 0.11 

1016 Q-2 N-20'-W 1.10 0.41 0.10 1047 W-15・16 N-15'-W 0.92 0.65 0.13 

1017 P-9 N-65"-W 0.62 0 21 0.28 1048 X-19 • 20 N-11'-W 0.71 0.56 0.28 

1018 R-10 N-24'-E (0.85) 0.63 0.07 1049 X~20 N-46"-W 0.63 0.60 0.36 

1019 R-10 N-23°-W 0.60 (0.49) 0.10 1050 X-19 N-54°-W 0.60 0.51 0.37 

1020 P-3 N-35°-E (0.37) (0.26) 0 11 1051 P-10 N-50'-E 0.76 0.68 0.30 

1021 S-3 N-48"-E 1 13 (0.50) 0.70 1052 Y-19 N-14°-W (1.47) (0 70) 0.15 

1022 S-5 N-47'-W 0.80 0.48 0.10 1053 AB-12 N-78°-E 1 39 0 68 0.14 

1023 U-10 N-41'-E 1. 76 (0.24) 0.12 1054 R-9 N-49'-E (0.54) 0.42 0.17 

1024 V-10 N-43°-E (0. 91) (0. 44) 0.06 1055 X-13 N-32"-W (2.18) 0.75 0.20 

1025 T-18 N-40°-W 4.33 1.20 0.36 1056 X-13 N-28"-W (2.40) 0.35 0 12 

1026 Y-19 N-42°-W 1.46 (0.51) 0.20 1057 R-11 N-45'-E (3.30) 1.04 0.35 

1027 S-10 N-43°-E 2.84 0.56 0 27 1058 P-12 N-62'-E 0.80 (0.63) 0.16 

1028 S-10 N-40'-E (0. 79) (0.36) 0.07 1059 P-12 N-87°-E (3. 90) 0.40 0.10 

1029 S-10 N-59°-W (1. 77) 0.40 0.02 1060 P-12 N-52'-W (0 57) 0.55 0.26 

1030 V-8 N-47°-W 0.71 (0. 52) 0.20 1061 W-15 N-40°-W (0.62) (0.42) 0.12 

1031 S • T-10 N-37°-E (0.32) 0.61 0.13 1062 U-6 N-45"-W 1.40 (0.45) 0 86 

1032 S-9 • 10 N-39°-E (2. 92) 0.90 0.80 1063 W-10 N-29'-W 0.34 (0.30) 0 07 

1033 S-10 N-35°-E (0. 77) 0.28 0 11 1064 Q-1 N-42"-E 0.76 0.57 0.48 

1034 V-8 N-70"-E (1.50) 1.15 0.30 1065 V-14 N-31'-W (1.08) (0. 70) 0.21 

1035 R-12 N-42'-W 2.25 0.60 0.10 1066 S-9 N-43°-E (3.84) 1.23 0.12 

1036 AB-14 N-46°-E (1.66) 1.03 0.25 1067 AA-15 N-20'-E 1.56 (0.60) 0.20 

1037 AB-14 • 15 N-44°-E 2.56 2.06 0.27 1068 Z-15 N-63"-E (2.00) (1.40) 0.16 

1038 P-10 N-70"-E (1.12) (0 36) 0.08 
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9. グリッド

新屋敷遺跡D区ては、旧石器時代から江戸時代に至 出土遺物 1 （第483図）

るまて様々な遺構や遺物が検出された。グリッドとし 1 ~25は古墳跡以外から出土したものて‘‘、大部分が

て掲載した遺物は、平安時代以降の表採遺物、帰属遺 表採て‘‘ある。

構の不明な遺物を主な対象としている。 1 ~ 3は須恵器坪て‘‘、いずれも体部が内湾し、日縁

第483図 グリッド出土遺物(I)
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第484図 グリッド出土遺物(2)
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第485図 グリッド出土遺物（3)
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第486図 グリッド出土遺物(4)

ss 63 

』 、_-.... . ̂  ‘盲ーし色

～ ｀ 

喜汀 仇
S S 6 5 

こ二~1

79 9 D 

部先端て‘‘、外反するものて‘ある。 3は底部を欠くが、

1 • 2と同様回転糸切りとみられる。 4は須恵器蓋の

破片て‘‘、日縁部を欠く 。摘みはなく、体部は回転ヘラ

ケズリて‘ある。

5は常滑産の捏ね鉢の胴部から底部にかけての破片

てある。器面全体が風化しているが、内面には使用痕

が明瞭に残っていた。

6 • 7はかわらけの皿て｀、口縁部が短く、底径の大

きいものてある。新屋敷退跡ては一般的にみられるも

のて、底部は回転糸切りて、中央付近を穿孔する場合

もある。 8はi頼戸美濃産の陶器皿て‘‘ある。底部付近ま

て‘‘長石釉がかかる。 9は志戸呂産の皿て‘‘、日縁部先端

付近には油滴の明瞭に残る。灯明皿として使用された

ものと考えられる。10は磁器碗て‘ある。

11は焙烙の底部を穿孔したものて‘‘、焙烙の内面とし

て使用された部分には放射状の線刻が入る。かわらけ

にも同様なものがあるが、用途については灯火具（燭

台） として使用されたとの考え方がある。

12 • 13は硯て‘‘ある。12は大半を欠損しているが、海

はよく使い込まれている。13は全長5cm弱のミニチュ

アて‘‘ある。14は土玉の完形品て‘ある。やや歪て‘‘あるた

め、穿孔は中心部を逸れている。 15は砂岩系の砥石て‘‘、

基部が一部欠損しているが、全面に研ぎ面が観察され

た。

10cm 
1'4 

16~22はは銅製品て‘‘、 16~21はキセル、 22は刀装具

てある。いずれも錆によって青銅化している。16は完

形品て‘‘、雁首がやや小型て‘、ある。17• 18は雁首、 19• 

20は吸日部分の破片てある。 21は吸口の未製品と思わ

れる。23~25は鉄製品の破片てあるが、いずれも錆の

進行力壱fしく、種別は不明て‘‘ある。23は角棒状、 25は

釘の可能性が考えられる。

出土遺物 2~4 （第484~486図）

26~82は古墳跡から出土したものてある。特に遺跡

の中心部に築造された SS60の周溝内からは平安時

代、江戸時代の遺物が数多く出土した。

26~29はSS 43から出土したかわらけの皿て‘‘ある。

ロ径約9cm、底径5~6 cm、器高約2cmて‘‘ある。全体

に器厚て、、口縁部は丸味をもつ。底部は回転糸切りて‘、

26の中央部は穿孔されている。また、27• 29の口縁部

には油滴が付着しており、灯明皿として使用されたも

のと考えられる。

30・ 31はSS58の周溝内から出土したものて‘‘、30は

須恵器坪の底部破片て‘‘、底部に「家」の墨書がある。

31は1ti頼戸の菊皿てある。

32~78はSS60の周溝内から出土したものて‘‘ある。

遺物の約3割の占めるものに須恵器杯があるが、大き

く分けて二種類ある。前者の32~43は、底部の調整は
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第487図 グリッド 出土遺物（5)
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いずれも回転糸切りてある。大部分は 9世紀後半を中

心とした坪て‘‘あるが、 37のように底径の小さい杯や42

のように皿状の時期の異なるものも一部含まれる。後

者の49~52は、底部の調整が回転糸切り後に回転ヘラ

ケズリするものと外周を回転ヘラケス リ`するものがあ

り、いずれも奈良時代の遺物てある。新屋敷遺跡ては

いままての調査て‘‘は奈良時代の集落が検出されていな

いが、小規模ながらも周辺に集落の存在が窺われる資

料てある。

44 • 45は須恵器碗て‘‘、体部上半が強く内湾し、口縁

部て‘短く外反する。体部はロクロの痕跡を強く残す。

底部はともに回転糸切りてある。46は須恵器高台付碗

て、推定口径13cmと小型て‘ある。 47• 48は酸化焔焼成

の高台付碗て‘‘、 47は体部が内湾気味てあるが、 48は直

線的にひらいている。また、高台はひらき気味て‘‘、や

や足高高台になっている。

53は須恵器蓋の破片て‘‘、内外面ともロクロの痕跡を

強く残している。天井部は幅は狭いが回転ヘラケズリ

されている。

54~56は灰釉陶器皿の破片てある。釉薬は刷毛塗り

て‘ヽ 、外面は体部下半まて‘‘及んて、いる。高台は54は三日

月、 55• 56は角高台となっている。胎上から東海の宮

ロ窯産とみられる。

57~61は酸イは合焼成の坪、皿、碗て‘‘ある。57は坪て‘‘、

底部を欠く 。体部から口縁部にかけては、 58と同様直

線的にひらき、先端はやや尖り気味に仕上げられてい

る。58は皿て‘あるが、底部は回転糸切り後、外周をヘ

ラケズリしている。59~61は小振りの碗て‘‘、底部を厚

くつくる。胎土はいずれも底部などに砂沫立が付着 した

り、細かい粒子が粉状に浮いているものが殆どてある。

62は酸化焔焼成て‘‘はあるが、上記の一群とは異なり、

内面が黒色処理されている。また、内面には平行に刷

毛目が入る。底部は回転糸切りてある。

63は須恵器鉢て‘、いわゆる鉄鉢と呼ばれるもののロ

縁部の破片て‘、ある。64~66は須恵器広口壺て‘‘、 64・ 65 

は同一固体の可能性がある。色調は茶褐色てあるが、

よく焼き締まっている。66はほば完形品て‘‘、肩の張り

が弱し ‘o

67はi頼戸美濃産の天目茶碗て‘‘ある。外面の釉薬は、

体部下半のヘラケズリの部分まてかかる。68~70は肥

前系の磁器碗て‘‘、 68は網目文、 69は草木文、 70は葡萄

唐草文とみられる。

71 • 72は瀬戸産の灰釉皿てある。高台はともに削り

だしてある。 73はi頼戸美濃産の香炉てある。体部から

口縁部にかけてのロクロの痕跡は明瞭て‘ヽ、口縁部先端

は、キセルて‘灰を落としたとみられる打撃によって殆

どの部分が欠けている。

75~77はかわらけの皿て‘‘、 SS43て出土したものと

は口径、器高、形態などが異なる。体部と底部の間は

器厚 し、内面にナデの痕跡を残している。底部は回転

糸切りて‘‘ある。78は焙烙の底部を利用した灯火具（燭

台）の破片と考えられるものてある。 しかし、直径が

小さく、古代の紡錘車ほどの大きさてあるため、果た

して燭台として機能したかどうか疑問の残るところて‘‘

ある。

79 • 80はSS63の周溝内から出土したものてある。

79は砂質系の砥石てゞ 、 一部を欠損しているが、ほば完

形て‘ある。80は磁器製の人形て‘ヽ、裏面に直径約 1cm、

底面に直径約 2cmの円錐状の孔が穿たれている。

81 • 82はSS65の周溝内から出土したものてある。

81は須恵器坪の底部から体部にかけての破片てある。

底部は回転糸切りてある。82は須恵器長頸瓶の胴部か

ら底部にかけての破片て‘‘ある。底部は風化のため擦れ

ているが、ヘラ描き文字のような擦痕がみられた。

出土遺物 5 （第487図）

古銭は20点出土した。20点のうち15点は寛永通宝

て‘‘、残りの 5点は北そう銭て‘ある。

1は元祐通宝て‘‘、1086年の初鋳て‘‘ある。 2は紹聖元

宝て‘‘、 1094年の初鋳て‘ある。 3は元豊通宝て‘‘、 1078年

の初鋳て‘ある。4は至和通宝て□1054年の初鋳て‘ある。

5は聖宋元宝て‘、 1101年の初鋳てある。

6 ~20は寛永通宝て‘‘、いずれも銅銭て‘‘ある。 6は裏

面が摩滅のために読み取れないが、 7~11は背文字に
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「文」と入る所謂「文銭」てある。初鋳は寛文 8年(1668)

てある。 12は所謂「古寛永」と呼ばれ、寛永通宝て‘‘は

最も古い段階のものてある。初鋳は寛永13年(1636)

てある。なお、新寛永は出土しなかった。

グリッド出土遺物観察表（第483~486図）

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成

1 坪 12.0 3.9 5.4 BCK A 

2 坪 12.6 3.9 6 2 BCK A 

3 坪 (12.4) CK A 

4 芸皿 BCK A 

5 長頸瓶 11.8 ABDK B 

6 かわらけ (10.0) 2.0 (6.8) EK A 

7 かわらけ 9.0 1. 9 6.8 EK A 

8 皿 (11,Q) 2.0 (5.6) K A ， 灯明皿 9.4 1. 9 3.8 K A 

10 碗 11 2 4.6 5.9 A 

色調

淡青灰色

淡青灰色

青灰色

淡青灰色

灰色

淡茶褐色

淡黒褐色

灰臼色

褐色

紫褐色

11 紡錘車 長径(4.8)X短径(4.4)X孔径0.9X厚さ0.8cm、重量128 g 

12 硯 長さ（11.4)X幅5.5X厚さ2.0cm、重量116.2 g 

13 硯 長さ4.9X幅2.9X厚さ0.6cm、重量13.3g 

14 土玉 径2.2X孔径0.4cm、重量9.93g 

15 砥石 長さ (92) X幅29X厚さ2.9cm、重量103.6 g 

16 キセル 長さ 12.4X幅1.0X径1.1cm、重量16.47 g 

17 キセル 径1.6cm、重量3.61 g 

18 キセル 径1.8cm、重最4.23g 

19 キセル 長さ3.6X径1.5cm、重量3.48g 

20 キセル 長さ3.lX径0.4cm、重量1.78 g 

21 キセル 長さ7.4X径0.75cm、重量481 g 

22 刀装具 長さ4.lX幅2.35X孔径0.9cm、重量11.34 g 

23 鉄製品 長さ5.0X幅05cm、重量1111 g 

24 鉄製品 長さ2.7X幅0.3cm、重量1.26g 

25 鉄製品 長さ2.35X幅0.4cm、重量120 g 

26 かわらけ 8 6 2.2 5.0 BEK A 淡橙褐色

27 灯明皿 9 2 1.8 5.6 BHK A 淡赤褐色

28 かわらけ 9.6 1.8 6.0 BGK A 淡茶褐色

29 灯明皿 8.6 1. 7 5.1 BK A 黒褐色

30 坪 5.6 BKL A 灰色

31 菊皿 (13.6) 4 1 6.6 B A 淡黄緑色

32 坪 (11.8) 4.1 6.2 BCKL A 青灰色

33 坪 13.4 3 7 6.0 CKL A 灰褐色

34 坪 12.7 4 2 6.1 BCKL A 青灰色

35 坪 (13.8) 3.5 (6.6) K A 淡紫灰色

36 坪 (12.2) 3.6 (6.0) BK A 青灰色

37 坪 12.4 4 1 4.4 BCKL C 青灰色

38 杯 (12.5) 4 0 (6.2) CKL A 淡黄灰色

39 坪 12.4 3.4 5.8 BKL C 灰色

40 杯 (12.8) 3 4 (7 2) CKL C 灰色

41 坪 (12.6) 3.6 (6.0) BCK C 暗灰色

42 皿 (14.4) 3.1 (5 8) BKL C 灰色

43 坪 6 0 CKL C 淡赤褐色

44 碗 (13.4) 5.6 (6.0) BKL A 暗灰褐色

45 碗 (6 4) CK C 灰色

46 高台付碗 (13.0) 5 0 (6 0) CEK C 淡灰褐色

47 高台付碗 (14.6) 6.5 7.6 EKL A 淡赤褐色

48 高台付碗 14.0 6.7 6.6 K C 淡赤褐色

49 杯 (8.0) BCKL A 青灰色
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残存率 備 考

100 

100 

25 

40 南比企産

90 砥石のような二次的使用の可能性がある

50 

70 

30 内外面とも灰釉付着 志野

100 内面にも輪状に炭化物付着

100 磁器

転用

銅製

銅製

銅製 雁首

銅製

銅製吸口

銅製吸口

銅製柄元の金具？

角棒状

角棒状

釘？

95 SS43 

80 SS43 

80 SS43 

100 SS43 

60 墨書あり SS58 

70 黄瀬戸 SS58 

50 SS60 

45 SS60 

40 SS60 

30 墨書 SS60 

40 SS60 

95 SS60 

25 SS60 

60 SS60 

25 SS60 

30 SS60 

30 SS60 

80 SS60 

45 SS60 

35 SS60 

35 SS60 

65 SS60 

90 SS60 

40 SS60 



グリッド出土遺物観察表（第483~486図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 備 考

50 坪 7.0 CKL A 淡青灰色 30 SS60 

51 坪 6.0 BCKL A 青灰色 60 SS60 

52 杯 (7.4) BCK A 淡青灰色 50 SS60 

52 坪 9.0 2 3 5.1 BK A 淡赤褐色 100 SS60 

53 蓋 16 2 BCKL A 青灰色 70 SS60 

54 皿 (15.2) 2.9 (8.0) BKL A 淡緑黄色 40 釉薬は刷毛塗り SS60 

55 皿 (15 2) 3 2 7.2 B A 淡黄灰色 30 灰釉釉はつけがけ 口縁端部丸い SS60 

56 皿 15 2 3.2 (7.6) BK A 黄灰色 40 宮日窯産釉薬は刷毛塗り SS60 

57 坪 (10. 9) BEKL A 淡茶褐色 60 SS60 酸化焔焼成

58 皿 (14 0) 2 6 (7.0) K A 赤褐色 40 SS60 酸化焔焼成

59 杯 6.0 EKL C 淡茶褐色 50 SS60 酸化焔焼成

60 坪 4.6 EK A 灰褐色 40 SS60 酸化焔焼成

61 坪 4.6 K C 淡茶褐色 60 SS60 酸化焔焼成

62 坪 5.2 BCK A 淡赤褐色 80 見込黒色処理 SS60

63 鉢 (17 6) CKL A 青灰色 30 SS60 

64 甕 21 4 32.2 11.0 BKL A 暗青灰色 85 南比企産 SS60 

65 甕 BKL A 茶褐色 30 SS60 

66 甕 15.6 BKL A 茶褐色 50 SS60 

67 天目茶碗 10 9 6.6 3.9 B A 灰白色 95 ロ唇部は部分的に打ち割られている SS60 

68 碗 (10.0) 6 9 4.7 A 灰白色 45 肥前系磁器 SS60 

69 碗 11 4 6.2 (5.6) A 淡青白色 40 肥前系磁器 SS60 

70 碗 (10.3) 5 5 4.2 A 淡青白色 65 肥前系磁器 SS60 

71 皿 (11.6) 2 5 (6.4) A 暗黄灰色 40 瀬戸美濃鉄釉底部炭化物付着 SS60

72 皿 (13.0) 2.5 (7.0) A 暗黄灰色 50 底部周辺炭化物付着瀬戸鉄釉 SS60

73 香炉 (10.5) 6.4 (8.8) A 淡褐色 50 瀬戸美濃 SS60 

74 揺鉢 (30 6) 14.1 (12.4) KL A 褐色 25 SS60 

75 かわらけ 9.5 2.2 5.0 BEK A 淡橙褐色 60 SS60 

76 かわらけ 10 2 2.2 6.0 B A 淡赤褐色 75 SS60 

77 かわらけ 9.0 2.3 5.1 BK A 淡赤褐色 100 SS60 

78 紡錘車 長径4.0X短径3.75X孔径0.35X厚さ0.95cm、重量12.33 g 焙烙からの転用 SS60 

79 砥石 長さ(16.0)X幅28X厚さ2.4cm、重量166.22g SS63 

80 人形 幅2.5X高さ4.lX底径2.3cm SS63 

81 坪 (5.8) CK B 暗灰褐色 25 南比企産 SS65 

82 長頸瓶 9.4 BCK A 暗青灰色 70 南比企産 SS65 

グリッド出土遺物観察表（第487図）

番号 器種 ロ径 I器高 I底径 I 胎土 焼成 1 色調 I残存率 備 考

1 元祐通宝 直径2.3cm、重輩3.16g 北宋銭元祐元年 (1086)

2 紹聖元宝 直径2.4cm、重量279 g 北宋銭紹聖元年 (1094)

3 元豊通宝 直径2.4cm、重麓4.69g 北宋銭元豊元年 (1078)

4 至和通宝 直径2.2cm、重量206 g 北宋銭至和元年 (1054)

5 聖宋元宝 直径2.3cm、重量294 g 北宋銭 建中靖国元年 (1101)

6 寛永通宝 直径2.2cm、重量2.36g 

7 寛永通宝 直径2.5cm、重量3.18g 背文字「文」

8 寛永通宝 直径245cm、重量3.29g 背文字「文」， 寛永通宝 直径2.45cm、重量3.6g 背文字「文」

10 寛永通宝 直径24cm、重量2.83g 背文字「文」

11 寛永通宝 直径2.5cm、重量3.35g 背文字「文」

12 寛永通宝 直径2.4cm、重塁2.35g 古寛永寛水13年 (1636)

13 寛永通宝 直径2.4cm、重量3.59g 

14 寛永通宝 直径2.3cm、重量3.82g 

15 寛永通宝 直径2.4cm、重麓3.04g 

16 寛永通宝 直径2.3cm、重鼠2.29g 

17 寛永通宝 直径2.4cm、重量2.97g 

18 寛永通宝 直径2.3cm、重量2.75 g 

19 寛永通宝 直径2.4cm、重量2.40g 

20 寛永通宝 直径2.4cm、重量3.50g 
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新旧対照表

新番 旧番 新番 旧番 新番 旧番

SJ51 ← SJ107 ← SE63 ← 

52 ← 108 ← 64 ← 

53 ← 109 ← 65 ← 

54 ← llO ← 66 ← 

55 ← 111 ← 67 ← 

56 ← 112 ← 68 ← 

57 ← 113 ← 69 ← 

58 ← 114 ← 70 ← 

59 ← 115 ← 71 ← 

60 ← 116 ← 72 ← 

61 ← 117 ← 73 ← 

62 ← 118 ← 74 ← 

63 ← 119 ← 75 ← 

64 ← 120 ← 76 ← 

65 64 • 65 121 ← 77 ← 

66 ← 78 ← 

67 ← SB14 ← 79 ← 

68 ← 15 ← 80 ← 

69 ← 16 ← 81 ← 

70 ← 17 ← 82 ← 

71 ← 18 ← 83 ← 

72 ← 19 ← 84 ← 

73 ← 20 18 85 ← 

74 ← 21 ← 86 ← 

75 ← 22 ← 87 ← 

76 ← 23 ← 88 ← 

77 ← 24 市教委 SB2 89 ← 

78 ← 25 ← 90 ← 

79 ← 26 ← 91 ← 

80 ← 27 ← 92 ← 

81 ← 28 ← 93 ← 

82 ← 29 ← 94 ← 

83 ← 30 ← 95 ← 

84 ← 31 ← 96 ← 

85 ← 97 ← 

86 ← SA14 ← 98 ← 

87 ← 15 ← 99 ← 

88 ← 16 ← 100 ← 

89 ← 17 ← 101 ← 

90 ← 18 ← 102 ← 

91 ← 19 ← 103 ← 

92 ← 20 ← 104 ← 

93 ← 21 ← 105 ← 

94 ← 22 ← 106 ← 

95 ← 23 ← 107 ← 

96 ← 24 ← 108 ← 

97 ← 25 ← 109 ← 

98 ← 26 ← llO ← 

99 ← 111 ← 

100 ← SE56 ← 112 ← 

101 ← 57 ← 113 ← 

102 ← 58 ← 114 ← 

103 ← 59 ← 115 ← 

104 ← 60 121 116 ← 

105 ← 61 ← 117 ← 

106 ← 62 ← llS ← 
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新番

SJ119 

120 

121 

122 

SD55 

70 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

101 

102 

103 

104 

105 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

118 

119 

120 

121 

122 

123 

124 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

131 

132 

133 

134 

旧番

← 

60 

C区55

c区70・155

← 

← 

← 

← 

← 

← 

← 

← 

96 

95・95(B) 

96・ 118 

← 

98・98(B) 

← 

← 

← 

← 

103・ 103 (B) 

← 

← 

106・ 109・ 113 

← 

← 

106 

← 

← 

← 

132 

← 

← 

95(B) 

← 

138 

119・ 154 

← 

← 

122・123 

122 
← •,•、,,

124 

← 

← 

← 

← 

← 

← 

← 

← 

← 

新番 旧番

SD135 ← 

136 ← 

137 ← 

138 ← 

139 ← 

140 ← 

141 ← 

142 125・142・148 

143 ← 

144 ← 

145 ← 

146 ← 

147 ← 

148 ← 

149 ← 

150 ← 

151 ← 

152 ← 

153 ← 

154 146 

155 147 

156 ← 

157 106 

158 ← 

159 109 

160 ← 

t61 ← 

'i62 ← 

162 ← 

164 ← 

165 ← 

166 ← 

167 106 

168 ← 

SK252 ← 

253 ← 

254 ← 

255 ← 

256 ← 

257 ← 

258 ← 

259 ← 

260 ← 

261 ← 

262 ← 

263 ← 

264 ← 

265 ← 

266 ← 

267 ← 

268 ← 

269 ← 

270 ← 

271 ← 

272 ← 



新番 旧番 新番 旧番 新番 旧番 新番 旧番 新番 旧番

SK273 ← SK329 ← SK385 ← SK441 ← SK497 ← 

274 ← 330 ← 386 ← 442 ← 498 ← 

275 ← 331 ← 387 ← 443 ← 499 ← 

276 ← 332 ← 388 ← 444 ← 500 ← 

277 ← 333 ← 389 ← 445 ← 501 ← 

278 ← 334 ← 390 ← 446 ← 502 ← 

279 ← 335 ← 391 ← 447 ← 503 ← 

280 ← 
,.・-, 

336 ← 392 ← 448 ← 504 ← 

281 ← 337 ← 393 ← 449 ← 505 ← 

282 ← 338 ← 394 ← 450 ← 506 ← 

283 ← 339 ← 395 ← 451 ← 507 ← 

284 ← 340 ← 396 ← 452 ← 508 ← 

285 ← 341 ← 397 ← 453 ← 509 ← 

286 ← 342 ← 398 ← 454 ← 510 ← 

287 ← 343 ← 399 ← 455 ← 511 ← 

288 ← 344 ← 400 ← 456 ← 512 ← 

289 ← 345 ← 401 ← 457 ← 513 ← 

290 ← 346 ← 402 ← 458 ← 514 ← 

291 ← 347 ← 403 ← 459 ← 515 ← 

292 ← 348 ← 404 ← 460 ← 516 ← 

293 ← 349 ← 405 ← 461 ← 517 ← 

294 ← 350 ← 406 ← 462 ← 518 ← 

295 ← 351 ← 407 ← 463 ← 519 ← 

296 ← 352 ← 408 ← 464 ← 520 ← 

297 ← 353 ← 409 ← 465 ← 521 ← 

298 、 ← 354 ← 410 ← 466 ← 522 ← 

299 ← 355 ← 411 ← 467 ← 523 ← 

300 ← 356 ← 412 ← 468 ← 524 ← 

301 ← 357 ← 413 ← 469 ← 525 ← 

302 ← 358 ← 414 ← 470 ← 526 ← 

303 ← 359 ← 415 ← 471 ← 527 ← 

304 ← 360 ← 416 ← 472 ← 528 ← 

I 

305 ← 361 ← 417 ← 473 ← 529 ← 

306 ← 362 ← 418 ← 474 ← 530 ← 

307 ← 363 ← 419 ← 475 ← 531 ← 

308 ← 364 ← 420 ← 476 ← 532 ← 

309 ← 365 ← 421 ← 477 ← 533 ← 

310 ← 366 ← 422 ← 478 ← 534 ← 

311 ← 367 ← 423 ← 479 ← 535 ← 

312 ← 368 ← 424 ← 480 ← 536 ← 

313 ← 369 ← 425 ← 481 ← 537 ← 

314 ← 370 ← 426 ← 482 ← 538 ← 

315 ← 371 ← 427 ← 483 ← 539 ← 

316 ← 372 ← 428 ← 484 ← 540 ← ，； 

317 ← 373 ← 429 ← 485 ← 541 ← 

318 ← 374 ← 430 ← 486 ← 542 ← 

319 ← 375 ← 431 ← 487 ← 543 ← 

320 ← 376 ← 432 ← 488 ← 544 ← 

321 ← 377 ← 433 ← 489 ← 545 ← 

322 ← 378 ← 434 ← 490 ← 546 ← 

323 ← 379 ← 435 ← 491 ← 547 ← 

324 ← 380 ← 436 ← 492 ← 548 ← 

325 ← 381 ← 437 ← 493 ← 549 ← 

326 ← 382 ← 438 ← 494 ← 550 ← 

327 ← 383 ← 439 ← 495 ← 551 ← 

328 ← 384 ← 440 ← 496 ← 552 ← 
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新番 旧番 新番 旧番 新番 旧番 新番 旧番 新番 旧番

SK553 ← SK609 ← SK665 ← SK721 ← SK777 ← 

554 ← 610 ← 666 ← 722 ← 778 ← 

555 ← 611 ← 667 ← 723 ← 779 ← 

556 ← 612 ← 668 ← 724 ← 780 ← 

557 ← 613 ← 669 ← 725 ← 781 ← 

558 ← 614 ← 670 ← 726 ← 782 ← 

559 ← 615 ← 671 ← 727 ← 783 ← 

560 ← 616 ← 672 ← 728 ← 784 ← 

561 ← 617 ← 673 ← 729 ← 785 ← 

562 ← 618 ← 674 ← 730 ← 786 ← 

563 ← 619 ← 675 ← 731 ← 787 ← 

564 ← 620 ← 676 ← 732 ← 788 ← 

565 ← 621 ← 677 ← 733 ← 789 ← 

566 ← 622 ← 678 ← 734 ← 790 ← 

567 ← 623 ← 679 ← 735 ← 791 ← 

568 ← 624 ← 680 ← 736 ← 792 ← 

569 ← 625 ← 681 ← 737 ← 793 ← 

570 ← 626 ← 682 ← 738 ← 794 ← 

571 ← 627 ← 683 ← 739 ← 795 ← 

572 ← 628 ← 684 ← 740 ← 796 ← 
＇ 

573 ← 629 ← 685 ← 741 ← 797 ← 

- 574 ← 630 ← 686 ← 742 ← 798 ← 

575 ← 631 9--
~ ~ -687-.--_—- ← 743 ← 799 ← 

576 ← 632 ← 688 ← 744 ← 800 ← 

577 ← 633 ← 689 ← 745 ← 801 ← 

578 ← 634 ← 690 ← 746 ← 802 ← 

579 ← 635 ← 691 ← 747 ← 803 ← 

580 ← 636 ← 692 ← 748 ← 804 ← 

581 ← 637 ← 693 ← 749 ← 805 ← 

582 ← 638 ← 694 ← 750 ← 806 ← 

583 ← 639 ← 695 ← 751 ← 807 ← 

584 ← 640 ← 696 ← 752 ← 808 ← 

585 ← 641 ← 697- ← 753 ← 809 ← 

586 ← 642 ← 698 ← 754 ← 810 ← 

587 ← 643 ← 699 ← 755 ← 811 ← 

588 ← 644 ← 700 ← 756 ← 812 ← 

589 ← 645 ← 701 ← 757 ← 813 ← 

590 ← 646 ← 702 ← 758 ← 814 ← 

591 ← 647 ← 703 ← 759 ← 815 ← 

592 ← 648 ← 704 ← 760 ← 816 ← 

593 ← 649 ← 705 ← 761 ← 817 ← 

594 ← 650 ← 706 ← 762 ← 818 ← 

595 ← 651 ← 707 ← 763 ← 819 ← 

596 ← 652 ← 708 ← 764 ← 820 ← 

597 ← 653 ← 709 ← 765 ←. 821 ← 

598 ← 654 ← 710 ← 766 ← 822 ← 

599 ← 655 ← 711 ← 767 ← 823 ← 

600 ← 656 ← 712 ← 768 ← 824 ← 

601 ← 657 ← 713 ← 769 ← 825 ← 

602 ← 658 ← 714 ← 770 ← 826 ← 

603 ← 659 ← 715 <・, 771 ← 827 ← 

604 ← 660, ← 716 ← 772 ← 828 ← 

605 ← 661 ← 717 ← 773 ← 829 ← 

606 ← 662 ← 718 ← 774 ← 830 ← 

607 ← 663 ← 719 ← 775 ← 831 ← 

608 ← 664 ← 720 ← 776 ← 832 ← 
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新番 旧番

SK833 ← 

834 ← 

835 ← 

836 ← 

837 ← 

838 ← 

839 ← 

840 ← 

841 ← 

842 ← 

843 ← 

844 ← 

845 ← 

846 ← 

847 ← 

848 ← 

849 ← 

850 ← 

851 ← 

852 ← 

853 ← 

854 ← 

855 ← 

856 ← 

857 ← 

858 ← 

859 ← 

860 ← 

861 ← 

862 ← 

863 ← 

864 ← 

865 ← 

866 ← 

867 ← 

868 ← 

869 ← 

870 ← 

871 ← 

872 ← 

873 ← 

874 ← 

875 ← 

876 ← 

877 ← 

878 ← 

879 ← 

880 ← 

881 ← 

882 ← 

883 ← 

884 ← 

885 ← 

886 ← 

887 ← 

888 ← 

新番 旧番

SK889 ← 

890 ← 

891 ← 

892 ← 

893 ← 

894 ← 

895 ← 

896 ← 

897 ← 

898 ← 

899 ··~·• — -雫

900 ← 

901 ← 

902 ← 

903 ← 

904 ← 

905 ← 

906 ← 

907 ← 

908 ← 

909 ← 

910 ← 

911 ← 

912 2 ・ヽ・-

913 ← 

914 ← 

915 ← 

916 ← 

917 ← 

918 ← 

919 ← 

920 ← 

921 ← 

922 ー← —

923 ← 

924 ← 

925 ← 

926 ← 

927 ← 

928 ← 

929 ← 

930 ← 

931 ← 

932 ← 

933 ← 

934 ← 

935 ← 

936 ← 

937 ← 

938 ← 

939 ← 

・940 ← 

941 ← 

942 ← 

943 ← 

944 ← 

新番 旧番

SK945 ← 

946 ← 

947 ← 

948 ← 

949 ← 

950 ← 

951 ← 

952 ← 

953 ← 

954 ← 

955 ← 

956 ← 

957 ← 

958 ← 

959 ← 

960 ← 

961 ← 

962 ← 

963 ← 

964 ← 

965 ← 

966 ← 

967 ← 

968 ← 

969 ← 

970 ← 

971 ← 

972 ← 

973 ← 

974 ← 

975 ← 

976 ← 

977 ← 

978 ← 

979 ← 

980 ← 

981 ← 

982 ← 

983 ← 

984 ← 

985 ← 

986 ← 

987 ← 

988 ← 

989 ← 

990 ← 

991 ← 

992 ← 

993 ← 

994 ← 

995 ← 

996 ← 

997 ← 

998 ← 

999 ← 

1000 ← 

新番 旧番

SKlOOl ← 

1002 ← 

1003 ← 

1004 ← 

1005 ← 

1006 ← 

1007 ← 

1008 ← 

1009 ← 

1010 ← 

1011 ← 

1012 ← 

1013 ← 

1014 ← 

1015 ← 

1016 ← 

1017 ← 

1018 ← 

1019 ← 

1020 ← 

1021 ← 

1022 ← 

1023 ← 

1024 ← 

1025 ← 

1026 ← 

1027 ← 

1028 ← 

1029 ← 

1030 ← 

1031 ← 

1032 ← 

1033 ← 

1034 ← 

1035 ← 

1036 ←-

1037 ← 

1038 ← 

1039 ← 

1040 ← 

1041 ← 

1042 ← 

1043 ← 

1044 ← 

1045 ・←

1046 ← 

1047 ← 

1048 ← 

1049 ← 

1050 ← 

1051 ← 

1052 ← 

1053 ← 

1054 ← 

1055 ← 

1056 ← 

新番 旧番

SK1057 ← 

1058 ← 

1059 ← 

1060 ← 

1061 ← 

1062 ← 

1063 ← 

1064 ← 

1065 ← 

1066 ← 

1067 ← 

1068 ← 

SS43 ← 

46 ← 

55 ← 

56 ← 

57 ← 

58 ← 

59 ← 

60 ← 

61 ← 

62 ← 

63 ← 

64 ← 

65 ← 

66 ← 

67 ← 

68 ← 

69 ← 

70 ← 

71 ← 

72 ← 

73 ← 

74 ← 

75 ← 

76 ← 

77 ← 

口
← 

← 

← 
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XI調査の成果と課題II

1.平安時代の出土土器について

はじめに

新屋敷遺跡D区（以下、 D区とする）における平安

時代の遺構は、 69軒の竪穴住居跡と 3基の井戸が検出

された。新屋敷遺跡全体て‘‘は100軒以上の竪穴住居跡

と4基の井戸を含む平安時代の集落が存在したことが

明らかになった。 D区て検出された住居跡や井戸は出

土した土器群から、概ね 9世紀後半から 10世紀後半に

かけて営まれたものと推定される。集落の変遷は土器

群の年代から以下の I~IV期に分類することがてき

る。ここては各期における上器群の特色と、時期を経

るごとに中心的な土器となる酸化焔焼成の土器につい

て記してみたい。

(1) 出土土器の年代

第 1期（第488図）

9世紀中頃から後半にかけて構築されたものてあ

る。 SJ 51 • 53 • 61 • 63 • 71 • 76 • 78 • 103 • S E 94 • 

121などが該当するものと考えられる。遺構の分布は比

較的遺跡の西側を中心とした地域を主体にしている。

基本的に1甘吾間の距離もある程度保たれ、重複関係は

生じていない。出土土器には須恵器坪・碗・高台付碗・

皿・蓋・長頸瓶・広口壺・甕、土師器杯・碗・台付甕・

甕、灰釉碗・皿、酸化焔焼成坪などがある。

須恵器類は出土土器の約70％を占めている。杯はロ

縁部先端が外反し、体部が張り、底部は回転糸切りす

るものが主体て｀ある。中にはSJ76-1のように、底部

を厚くつくるものもみられる。碗は体部が張り、日縁

部は緩く外反しながら、ひらくものが主体て｀ある。高

台付浣は贔的には椀より少なく、この段階に出現して

くるものとみられる。口径は碗と比較しても大差なく、

高台が角高台て‘‘ある。また、碗のSJ78-7にみられる

ようにロクロ目が強い。皿は量的には少ない。口縁部

は大きく外反し、底部、口径に対する器高の比率が小

さい。蓋は破片が多く、つまみは殆ど出土していない。

長頸瓶・広口壺は口縁部の破片が多い。相対的な鼠

は不明てあるが、図示しなかった小破片も含めて 2軒

に1個体程度の割合て出土している。甕は胴部の破片

が多く、外面は平行叩きてある。

須恵器は一部不明なものもあるが、すべて南比企産

と考えられる。

土師器は坪を含む住居が一部存在するが、相対的に

は少ない。体部から口縁部にかけては横ナデて‘‘、体部

中央には指による押さえが顕著て‘‘ある。底部はいずれ

も手持ちヘラケス｀リてある。土師器の組み合わせの中

心は、台付甕と甕て‘‘ある。ともに口縁部はいわゆる 「コ」

の字口縁て‘‘ある。甕類の胴部調整は底部から最大径を

もつ胴部上半まて‘‘縦ヘラケズリするものが多い。また、

小型甕も少星て‘‘はあるが、含まれる。碗は内面が黒色

処理され、横及び斜めのミガキが入る。時期的には稀

て、混入品の可能性も考えられる。

灰釉陶器は少なく、皿が数点小破片が出土したにす

ぎない。 SJ64-16は刷毛塗りて‘‘、二川産または宮日産

と考えられる。

第II期（第488図）

9世紀後半から末頃に構築された住居群て‘‘ある。 S

J 64 • 66 • 80 • 95 • 116 • 119 • S E 87などが該当する。

第 1期の住居群との重複もみられるようになり、土器

群にも酸化焔焼成の杯などが混じるようになってきて

いる。また、須恵器て‘‘は高台付碗と杯が次第に増加す

る傾向が窺われる。土器の種類は第 1期とほぼ同じて‘‘

あるが、稀て‘‘はあるが、灰釉の耳皿なども含まれる。

須恵器は量的に第 1期と同規模て‘‘推移するが、器種

の比率に変化がみられる。碗は殆どみられなくなり、

高台付碗または高台付坪が増加する。坪は底径の縮小

化が始まり、口径との比率が大きくなり、 SJ116-1、
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第488図土器編年図（I)
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第489図土器編年図（2)
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119-2などのような形態の土器群が主体となってい

る。高台付碗は多様て‘‘、大小及び深身がある。高台は

角高台と 「ハ」の字高台が主体て‘‘ある。

土師器は量的にはやや増加傾向にある。特に坪は絶

対量はそれはどてもないが、種類の多様化がみられる。

S J 66-3 • 4のように内面に暗文を施すもの、 sJ 

116-6のように小型化するものなどがある。しかし、こ

の段階以降はいわゆる土師器坪は殆どみられなくな

り、酸化焔焼成の坪類が主体となってくる。甕類は「コ」

の字口縁のものからやや崩れたものあるいは口縁部の

短い 「＜」の字口縁への過渡期と考えられる。 「コ」 の

字口縁の甕は、最大径が胴部上半部てもやや下がった

位置に設けられるものが多く、 SJ80-6のような甕て‘‘

も同じような傾向がある。台付甕は甕と同じような口

縁部の変化がみられ、出土量をみると滅少傾向にある。

酸化焔焼成の土器類は、少なくともこの段階には出

現するものと考えられる。基本的にはロクロを用い、

底部は回転糸切りてある。中にはSJ95-4のように体

部を手持ちヘラケズリするものもみられる。

第Ill期（第489図）

9世紀末頃から 10世紀前半にかけての住居群と考

えられる。 SJ 56 • 82 • 83 • 94 • 98 • 109 • 117などが

該当する。集落の規模は第 I• II期と大きく 変わらな

いが、遺跡の北東側に中心が移行する傾向が窺われる。

土器群の構成は 9世紀代に比較して、構成上の変化が

著 しい。特に第II期に出現した酸化烙焼成の土器群の

占める比率が高くなっている。また、須恵器の生産地

は、第II期まては南比企産の占有率が極めて高かった

が、 10世紀頃に入り末野産などの新たな生産地も製品

の供給圏として加わっている。

土師器は甕類の器厚化が進み、後には羽釜も出現す

る。灰釉陶器は椀・皿類が中心てあるが、稀に瓶類も

みられる。生産元は二川・宮口という東海西部産から

清ケ谷、旗指という東遠江産、東濃産に拠点が移り、

量的にも増加 している。

須恵器坪は焼成の粗悪な製品が多くなり、無台と有

台（高台付坪または浣）の占有率も逆転する。また、

高台付坪と碗の区別が不明瞭て‘‘、規格の画ー化が進行

してきたことを示している。有台の杯は末野産や南比

企地域以外て‘‘生産されたものが多い。甕類は少ないが、

依然として南比企産が主体て‘‘、他の地域からの供給は

みられない。

土師器は甕が主体て‘ヽ、台付甕は殆ど姿を消している。

甕は口縁部が 「コ」 の字の名残をとどめるものの、最

大径は胴部中央になり、口縁部は短く、器厚化する。

酸化烙焼成の土器、特に坪類の増加が目立つ。杯は

無台と有台があり、 SJ56-1と56-2のように、有台は

須恵器のそれに形態が類似する。灰釉陶器はSJ82-5 

のように強く釉を出すものと SJ 98-4のように浸け

かけてはあるが、無釉に近いものもみられる。

第IV期（第489図）

10世紀後半以降の住居群と考えられる。遺跡の北側

に小単位て構成されている。 SJ111・117などが該当

する。土器群の中心は酸化焔焼成の土器て□須恵器は

殆ど姿を消している。土器群は杯類と甕類て‘‘構成され、

胎土からみると、生産地は複数存在するようてあり、

須恵器以上に流通の仕組みが多極化していることを窺

わせる。

酸化焔焼成の土器群は、第II期・ III期と同様杯類て‘‘

構成されている。 SJ111を例にとると、 1~ 3は（破

片実測の影響も多少あるが）いずれも形態や大きさが

異なる。 2は底部を欠くが、 1 • 3は回転糸切りてあ

る。 5は 「足高高台」をもつ高台付碗て‘‘、胎土は 3と

共通て‘‘ある。胎土には県内の土器には稀な雲母が含ま

れている。 1• 2はやや器厚が不足するが、形態的に

は第III期の土器群の延長線上に位置づけられるものと

考えられる。しかし、胎土においては 1と2は異なっ

ている。以上のことから、この住居の杯顆は、少なく

とも三つの異なる生産地から製品が購入されているこ

とが窺われる。また、 SJ117-3のように小型の浅い坪

もみられる。

甕類はいずれも口縁部が短く、口縁部以外は器厚化
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している。 SJ111-6の甕は、いわゆる「土釜」と呼ぶ

ものて｀、群馬県内などて‘‘多くみられる。胎土はsJ 

111-3・5の坪と共通て‘ヽ 、雲母を多く含むものて‘‘ある。

(2) 酸化焔焼成の土器群

新屋敷遺跡D区ては、須恵器・土師器とともに酸化

焔焼成された土器群が検出された。土器群はいずれも

住居跡から出土したものて‘ヽ、焼成遺構などに伴うもの

はなかった。これらの土器群には、以下のような特徴

がみられる。

1色調は橙褐色または淡赤褐色て‘、中には土師器に

類似するものもある。 2．胎土は肌理の細かいものと粗

いものがある。概ね前者の色調は淡赤褐色、後者は橙

褐色て‘ヽ 、砂を多く含んて‘‘いる。 3．成形・調整は基本的

にロクロを使用し、底部は回転糸切りてある。 4.9世

紀後半には出現している。

今回取り上げた土器群は、いわゆる「ロクロ土師器」

として紹介されてきたものて‘ある。その呼称について

は、従前より論議されてきたが、「土師質土器」との明

確な区別をつけにくいのも現状て‘｀ある。しかし、この

十年余りの間に資料も増加し、適切な用語への統ーが

望まれるところてある。本稿て‘‘は敢えて「ロクロ土師

器」という名称を使用せず、酸化焔焼成の土器という

表現を用いることとする。また、ここては新屋敷遺跡

と同時期の蓮田市椿山遺跡との比較を通して、第 I

~IV期の中て‘耐t化焔焼成の土器群の変遷について考え

てみたい。

「ロクロ土師器」は少なくとも 8世紀前半には成立

したものと考えられているが、成立時期については地

域によって状況が異なるため、一律とはいえない。新

酸化焔焼成の土器集成（第490図）

屋敷遺跡ては集落の始まりが 9世紀中頃と考えられ

（なお、古墳の周溝には 8世紀代の須恵器も含まれて

おり、周辺には奈良時代の集落が存在する可能性も十

分考えられる）、当初は供膳器の組成は須恵器坪が中心

て‘‘、僅かに土師器坪はみられるものの、酸化烙焼成の

土器群はまだ出現していない。酸化焔焼成の土器群が

出現するのはやや遅れ、 9世紀の第 3四半期から第 4

四半期にかけてて‘‘、第 I~II期に該当する。土器群と

いっても当初は坪だけて＼皿などの器種は出現してい

ない。坪は供伴する須恵器坪とはば同じ法量て‘‘、形態

は日縁部が須恵器に比べて開き気味てあることを除け

ば、類似しているといって良い。体部はロクロ成形の

後、ヘラケズリを行っている（第490図13)。小破片な

どを含めても灰釉陶器などと量的には同じて、副次的

に入ってきたものとみられる。椿山遺跡て‘‘も同様な傾

向がみられた。供伴遺物ては須恵器碗の法量の縮小

化・減少化が目立ち、土師器は「コ」の字口縁の甕が

次第に衰退し、肩の張りが弱くなる段階て‘ある。

第II期になっても贔的な増加は余りみられない。や

はり副次的に流通する程度の動きと考えられる。形態

は須恵器に類似するが、やや小振りになり、日縁部は

直線的にひらく傾向がある。椿山遺跡て‘‘は新屋敷遺跡

に比べてやや多いようて‘‘あるが、供伴遺物の土師器甕

などには「コ」の字口縁から口縁部の短いものへの過

渡期の様相が窺え、須恵器て‘‘は常陸・新治産の坪や甕

類も入る。第III期は第II期とは様相が異なり、量的な

優位は須恵器に譲るものの、住居によっては逆転して

いる場合もみられる。形態的には高台付碗の登場や坪

にも大きさの違いなどて‘‘、種類の増加がおこなわれて

いる。椿山遺跡て‘‘は須恵器て‘‘は焼成の劣化したものや

1 (S J 56-3) 2 (S J 56-2) 3 (S J 60-3) 4 (S J 70-3) 5 (S J 82-2) 6 (S J 83-1) 

7 (S J 83-2) 8 (S J 91-6) 9 (S J 91-5) 10 (S J 92-5) 11 (S J 94-11) 12 (S J 94-9) 13 (S 

]95-4) 14・(SJ98-2) 15(SJ98-3) 16(SJ102-5) 17(SJ102-7) 18(SJ102-6) 19(S 

J 102-8) 20 (S J 111-1) 21 (S J 111-3) 22 (S J 111-2) 23 (S J 111-5) 24 (S J 111-4) 25 (S 

]117-3) 26(SJ117-4) 27(SJ117-5) 28(SE121-13) 29(GRID-48) 
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第490図 酸火焔焼成の土器集成
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第491図 酸火焔焼成の土器出土量別分布図
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結果的に酸化焔焼成されたものも多くみられるが、酸

化焔焼成の土器には新屋敷遺跡ほどの変化はもたらさ

れていない。

第IV期は須恵器と酸化焔焼成の土器群とは占有率が

逆転し、住居によっては須恵器は完全に消滅している。

酸化焔焼成の土器は第 1~III期に比べると、胎土には

個性があり、分析も進めば生産地の識別が可能と考え

られる。また、ひとつの特徴として高台付碗などは「足

高化」が進む傾向がみられる。坪て‘‘は低器高化がみら

れ、皿状のものが出現している。椿山遺跡て‘‘は明確て‘‘

はないが、同様な傾向が窺われ、須恵器の酸化焔焼成

と酸イは音煉成の土器が主体て‘、ある。甕類は羽釜や口縁

部の短いものて‘‘占められる。

第491図は、新屋敷遺跡における酸化焔焼成の土器

を出土鼠別に色分けしたものてある。出土した住居跡

をみると、 D区に酸化焔焼成の土器分布の中心がある

ことがわかる。また、時寺期的な問題もあるが、分布の

傾向として数量の少ない段階＝第 I~II期は多くの住

居に入るようてある。これは供伴する土師器杯の量的

な問題を考えると、最初の変革期がこの段階になるも

のと考えられる。

第490図は新屋敷遺跡から出土した酸化烙焼成の土

器を集成したものてある。これらの土器群には図を見

る限り、須恵器に類似した形態をもっていることが窺

える。特に出現期の土器は法量なども殆ど同じて‘、生

産の前提に須恵器を意識した動きがあったものと考え

られる。また、 10世紀に入ると、他の土器群と同様古

代後半の土器群への変貌の様子が須恵器とは好対照て‘‘

ある。須恵器は器種や量的な減少とともに焼成や形態

が次第にその姿を失っていくが、酸化焔焼成の土器は

高台付碗や皿などの器種を中心に量的な増加がみら

れ、土器組成の変換点に当たっていることを示唆して

いる。特に須恵器が集落内にみられなくなる 10世紀後

半頃になると、足高高台や坪の小皿化（本米の小皿て‘‘

はない）が進み、須恵器が行ってきた「変化していく

ための変化」が主力土器となった酸化焔焼成の土器群

の中て‘‘行われていたことが予想される。現時点てはこ

うした変化が独自に行われたかあるいは別の器からの

影響かは判断て‘‘きないが、酸化烙焼成の土器群には、

流通•生産などの時代を反映した動きを読みとること

がてきる。

また、新屋敷遺跡からは 9世紀第 4四半期前後の住

居跡や井戸から墨書士器が二十数点出土している。墨

書いずれも須恵器にかかれたものて‘‘、文字には「十」．

「土」・「上」 ・「日」 ・「甲」 ・「山」 ・「中」 ・「◎」・「床」な

どがある。「沫」は則天文字とみられる。いずれも文字

は一文字て‘‘、一部を除き一つの遺構に複数の墨書土器

が出土する場合は、同じの文字の土器が多い。最も多

いのは「＋」て‘‘、以下「日」、「◎」の順て‘‘ある。

墨書土器は一般的に一文字のものが多く、その墨書

のもつ意味については、所有者、地名（郡名）、数字な

どがあげられているが、実態は不透明て‘ある。しかし、

墨書土器には出土の仕方には同一文字の多用、同一遺

構に集中することなどが特徴としてあげられる。新屋

敷遺跡の場合、墨書された土器の年代に大きな差はな

く、一定の期間に集中し、器種も無台の坪に限られて

いることなどがあげられる。また、直接の関連性はな

いと思われるが、新屋敷遺跡に限ってみれば須恵器や

土師器に加えて酸化焔焼成の土器の定着化など、土器

群が変革していく時期にあたっており、興味深い点が

多い。

以上、新屋敷遺跡における平安時代の上器群につい

て、形態の特徴や供fお直物との関連を概説的に述べて

きた。内容に検討不足などて不十分な点が多いが、別

の機会に補足していきたいと考えている。また、新屋

敷遺跡て‘‘は、住居内から鉄製品とともにスラグも出土

し、鉄生産との関わりも指適されている。あわせて今

後の検討課題としていきたい。
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第492図 墨書土器分布図
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2.新屋敷遺跡の性格について

(1) 江戸時代以前の新屋敷遺跡（第493図）

新屋敷遺跡の調査て‘は、中・近世の遺構・遺物が数

多く検出され、館跡や屋敷跡の存在が指摘されるよう

になってきた。

中世については、溝や井戸などの遺構が中心て‘‘、遺

物は少ない。南東側て‘‘は、断面形態が箱薬研の構え堀

状の堀跡が検出され、館跡の北及び西側の一部と考え

られている。さらに周囲には鍵型に溝て‘区画された屋

敷地とみられる空間が連続し、中には掲立柱建物跡や

井戸などが配置されている。また、これらの区画には

大小があり、いずれも東側にひらく出入り口とみられ

る「空き」が設けられている。この「空き」は、遺跡

の北及び東側から入る二つの大きな谷地形にはみられ

ず、谷地形付近ては溝が地形にあわせて流れ込むよう

に途中て‘掘り込みが止まっていた。遺物は16~17世紀

頃のi頼戸美濃産陶器類など破片が出土し［いる。

遺跡の中央やや南寄りには、調査区の西側てほば直

角に屈曲し、遺跡を東西に横切る溝SD1 • 72 • 23 • 

39が検出されている。 SDlは西寄りては幅が広く、

SD2と重複する地点て‘‘は段差が設けられている。 S

D23 • 39の始まる中央付近は古墳跡と重複しているた

め、正確な幅は不明て‘‘あるが、断面の観察からは掘り
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直した痕跡も認められる。また、遺物は13~17世紀頃

を中心とし、常滑産の片口鉢、甕、中国産の青磁碗、

瀬戸美濃産の卸皿、肥前系磁器碗顆、焼塩壺、古銭な

どが出土している。遺物の出土位置は、地形の傾斜が

やや緩くなった遺跡の中央部から東寄りにかけて多く

出土している。この付近は標高約15m余りて` 、鍵型に

溝て‘区画された遺構がある。この区画には掘立柱建物

跡が数棟検出されている他に大規模なピット群もあ

り、これらの一部が建物群を構成していた可能性も十

分考えられる。SDlと区画の先後関係は明らかては

ないが、前後する時期とみてよいてあろう 。

新屋敷遺跡の中世については、年代決定の根拠とな

る出土遺物の絶対量が少なく、存続年代に関する実態

はやや不明瞭て‘ある。遺物からは少なくとも二時期以

上の年代設定が可能て‘ある。後者については溝の覆土

中からの出土のため、混入した場合も考えられるが、

近世になっても区画臀として再利用された可能性も否

定て‘‘きない。なお、実年代については前者は鎌倉末か

ら室町時代前半、後者は室町時代末頃と考えておきた

し‘o

(2) 江戸時代の新屋敷遺跡（第494図）

新屋敷遺跡て｀はC区、 D区の西側を中心に江戸時代

の遺構・遺物が数多く検出された。遺構は掘立柱建物

跡、井戸，柵列跡、溝、土漉などから成り、溝て‘区画

された中に掘立柱建物跡、柵列跡、井戸が配されてい

る。遺物は井戸、溝を中心に出土し、陶磁器類、漆器

類、木器類、焼塩壺・石臼、古銭キセル、櫛などが

ある。また、柵列や土壊の一部には覆士中に天明三年

(1783)に降下した浅間山の火山灰が含まれている。

新屋敷遺跡の江戸時代の遺構は、出土遺物などから

大きく 二時期に分けられる。第 I期は出土遺物の大半

を占める 17世紀後半から末頃て‘ある。遺構の大半は遺

跡の西側に集中し、検出状況から遺構の中心部分はさ

らに西側に延びているものと推測される。検出された

遺構は、掘立柱建物跡•井戸 ・柵列跡・溝などて構成

される。

掘立柱建物跡は桁行が4間・ 5間・ 7間があり、 4

間が最も多い。梁行は 2間て‘ヽ、北側や東側に下屋状の

差し掛け屋根をもつ建物が多くみられた。この差し掛

け屋根には二種類あり、柱の掘形が他の側柱と同規模

のものと｛腑主よりひとまわり小型のものがある。どち

らも梁許子の半間または半間弱の軒が身舎に取り付くも

のと考えられる。規模などから建物群の中ては、主体

的な構造をもつ建物て‘、あることは明らかてあるが、細

かな構造などは今後の課題て‘‘ある。

区画は基本的に溝によって決定されている。鍵型ま

たはL字状に掘られた溝と直線的な溝の組み合わせ

て‘‘、区画が決定されている。鍵型またはL字の溝は、

出入り口になると思われる部分が必ずあいており、中

世の場合と類似している。スクリーントーンて‘‘示した

部分は、いずれも 17世紀後半頃と考えられる遺構て‘、あ

る。建物と溝は重複することはなく、建物と溝は平行

関係を保ち、構築されていることがわかる。

一方、井戸は12閲騎豆検出されたが、大半は近世に

つくられたものて‘ある。建物に比べるとその配置は不

規則て、、建物に対する位置関係などの規則もみられな

かった。井戸のつくられた位置として注目しておきた

いのは、 SDlやSS60などの中にも構築しているこ

とて‘‘ある。SDlては 2基、 SS60ては 6基の井戸が

構築されている。古墳や溝の覆土の方がローム層を掘

り込むより、容易て｀あったと推測されるが、断面観察

からは一度に埋まったような痕跡があり、古墳や溝の

覆土ては崩落の危険性も高かったことが窺われる。ま

た、 SS 60ては墳丘があったと推定される位置には井

戸などの遺構はまったくみられなかった。中世の溝が

途中て‘‘止まっているのも依然として墳丘が残っていた

傍証ともいえ、ある意味ては墳丘が区画の壁 となって

いたため、溝などて区画する必要性がなかったものと

もいえよう。

楊列跡は建物に並行して構築されている。17世紀後

半頃と考えられる柵列跡は、 主に建物北側に接して構

築され、建物の掘形と同規模の掘形をもっている。こ

の時期の柵列跡は全体に短く、掘形は円形て‘‘、大きさ
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第493図 江戸以前の遺構配置図
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第494図 江戸期の遺構配置図 (17世紀後半）
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が不揃いの場合もある。また、基本的に建物は切り妻

造りと考えられることから、建物の軒の出が柵列と接

する可能性もあり、構造上問題も残る。『江戸図屏風」

に右隻第一扇から二扇にかけて描かれている鴻巣御殿

ては、建物と塀は近接して表現されている。勿論、表

現上の誇張もあると思われるが、強ち否定てきるもの

てなく、今後の顆例を待ちたい。

他にはSDlの覆土中に土壊墓が1基検出されてい

る。土壊墓は溝が中程まて埋まった時期に覆土を掘り

込んて‘‘埋葬している。出土遺物のi頼戸美濃産の香炉か

らは、 17世紀後半のものとみられ、同じく溝中に掘り

込まれた 2基の井戸との時間的な関連性が課題として

残る。

第II期は一部の柵列跡や土横にみられる浅間山の噴

火に伴う火山灰（浅間A-1783年）の時期て‘ある。こ

の段階になると、掘立柱禎虚り跡は姿を消し、 SX-10・

11のような礎石立建物と考えられるものへと変化して

いったものと推測される。井戸は明確て‘‘はないが、柵

列の範囲が拡大されていることを考慮すると、相当数

存在したものと考えられる。初期の区画溝は、この段

階には17世紀後半の遺物の出土状況をみるとほば埋

まっていたとみられ、その後新たに柵列と並行して掘

られている。

柵列は基本的に溝に並行して構築されている。 17世

紀代の柵列に比べると柱間は等間て｀、深さも一定して

いる。長さは溝に合わせたものてはなく、建物など前

提に構築されたとみられ、長くても 20間前後て‘‘ある。

引用・参考文献

土壊は第 1期の建物群が集中する地域に1閲知全り検

出された。規模は小型の竪穴住居跡ほどあり、覆土が

火山灰一色になるほどてあることから何らかの建物が

廃棄または壊され、後に火山灰が混入したものと考え

られる。また、第II期の遺構は出土遺物が少なく、火

山灰を伴う遺構以外からの年代の想定力嘲惟しい。なお、

現状て‘‘はこの段階以降の遺構は検出されていない。

以上のように、新屋敷遺跡の館跡や屋敷地として発

展してきたことが窺われる。特に江戸時代については、

以前より『新編武蔵風土記稿』に「古へ鴻巣御殿あり

し頃、御鷹部屋あり し所といふ」と記載されているこ

とから、「鷹部屋」の候補地として考えられてきた。今

回のD区を含めた新屋敷遺跡調査結果からは、必ずし

も「鷹部屋」や隣接していたとみられる鴻巣御殿に直

結するような遺構・遺物は得られなかった。しかし、

遺跡の西側に広がる遺構・遺物は武士階級にみられる

ものて‘‘、『鷹部屋」などに関連する人物の屋敷地の可能

性も考えられる。

この頃の注目される人物としては、天野彦八郎忠雄

がいる。代々武蔵国忍領の代官てある天野家は、忍・

鴻巣の鷹場支配を行ってきており、正保元年(1644)

に忠雄の父忠顕が鴻巣に役替えになり、以後忠雄が家

督を継承して、延宝二年 (1674)に鳥見役に就いてい

る。その後忠雄が烏見役を辞するのが天和二年（1682)

てある。新屋敷遺跡から出土した遺物は大半がこの段

階のものてあり、天野家二代の鳥見役に関連した屋敷

地の一部て‘ある可能性も考えられる。

小川 望 1998 「近世江戸出土の土器類」『江戸と周辺遺跡』江戸遺跡研究会

後藤宏樹 1992 「江戸遺跡出土食器の変化と特質」『國學院雑誌ー特集 江戸の考古学ー』國學院大學

佐々木達夫 1985 「物資の流れ一江戸の陶磁器ー」『季刊考古学一江戸時代を掘るー』季刊考古学第13号

東京都教育委員会・朝日新聞社 1991 『お江戸八百八町地下探検ー東京の遺跡展ー』

昼間孝志 1997 「鷹狩りと鴻巣御殿」 『埼玉自治』第557号 埼玉県自治研究会
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(3) 出土遺物の産地と特徴

新屋敷遺跡は 『新編武蔵国風土記稿』の記載から、

鴻巣御殿に付随する「御鷹部屋」があった地域に比定

されている。また、鴻巣御殿廃絶後も鳥見役の屋敷が

あったのてはないかと考えられている（昼間 1997)。

当遺跡て‘‘は区画溝や柵列から、天明三年 (1783)噴

火の浅間山火山灰が確認された。そのため、天明三年

まて‘には屋敷としての役割を終えていると思われる。

ここては、出土遺物をもとに新屋敷遺跡の性格を考

えてみたい。

陶磁器の組成

新屋敷遺跡において出土した陶磁器類は、 A区から

今次調査区のD区まて‘‘含めると 320点てある。この数

字は個体数てあり、器種の特定て‘‘きないような破片、

細片は含めていない。また、図版には示されていない

資料も多く含まれていることを付記しておく 。

新屋敷遺跡出土の陶磁器は、江戸 との比較て‘言えば、

17世紀末葉に位置づけられるものを中心としている。

比較的新しいものて‘‘コンニャク印判が数点、「雨降り

文」の染付が1点、型紙摺絵の香炉が 1点などて‘‘ある。

くらわんか手や広東碗などは出土していない。

このことから、本遺跡の下限は18世紀初頭に想定て‘‘

きる。逆に上限は17世紀前葉の水注（第422図ー3)や

徳利（第440図ー28)などを除くと、鴻巣御殿が造営さ

れた文禄二年 (1593)から 17世紀前葉のものは極めて

少ない。出土したものの八割以上が17世紀後葉から 18

世紀初頭のものてある。

出土した陶磁器の器種や、生産地の比率はグラフ（第

495図）のような結果て‘‘あった。

生産地別て‘見ると、肥前系陶磁器と瀬戸美濃系陶器

がほぼ同数確認され、次いて‘‘在地産が多い。

肥前や瀬戸美濃系以外ては、常滑、志戸呂、堺、丹

波、京都などを産地とするものが出土しているが、確

実に京焼に比定て‘‘きるものはなかった。唯一、京焼系

て‘‘カウントしたのは土人形（第424図ー39)てある。

次に器種について見てみる。器種は近世土器組成表

に示 したようなものが出土している。その中て新屋敷

遺跡として特徴的なものだけを提示しておく 。

碗類は肥前系が最も多く、磁器が34点、陶器が24点

てある。陶器には、呉器手や楼閣山水文の描かれた京

焼風陶器なども含まれている。

瀬戸美濃系碗て` は16点中13点が天目茶碗てあり、 17

世紀の段階ては日常雑器としての瀬戸美濃系碗生産、

および流通が十分てなかったことが窺える。

漆器椀は確認てきたものだけて‘20点前後て‘ある。そ

れに対し、碗類の出土数が多いということは、木器か

ら量産澄郭匈磁器への転換期に位置していると考えられ

る。この転換期は、江戸ては17世紀中葉に当たり（成

瀬・堀内 1990)、当遺跡ては若干遅れていることにな

る。

皿顆は、肥前系が19点、瀬戸美濃系が33点て‘‘ある。

碗類とは異なり、肥前系が瀬戸美濃系に比べて少なく、

中ても磁器は 5点に過ぎない。 一方、瀬戸美濃系は灰

釉小皿や菊皿が多いが、 一括して複数の枚数が出土す

るといったことはなく、同一器種を意識的に揃えてい

たわけてはないことが窺える。

揺鉢に関しては瀬戸美濃系、丹波系が多い。堺産の

揺鉢は 3点確認されたが、 一括遺物として確認された

ものてあり、 17世紀後葉の段階て‘‘どの程度入っていた

かは不明て‘‘ある。

ここまての様相を見ても、明らかに瀬戸美濃系製品

の需要が多い。供給の問題か地理的・流通面て‘の問題

かは定かて‘‘ないが、当時瀬戸美濃系においては不足が

あった碗類を除くとi頼戸美濃系製品を中心に需要して

いたと思われる。

香炉は遺物総数の割に、まとまった点数が確認され

ている。すべて三足の香炉てあり、全9点中 6点が日

縁部に波状の破損が見受けられ、「灰落とし」として転

用されたものと思われる。

遺跡の性格上、香炉を多数使用していたとは考え難

ぃ。香炉の他に、口縁部に波状の破損が見受けられる

ものは小坪のみて‘‘、 2 点（第424図ー 32• 第428図ー 64)

が該当している。出土贔の多い碗類の中には見受けら
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第495図 近世土器出土比率
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近世土器組成表

器種
肥前系 肥前系 瀬戸美濃 巫吊 旧ヽ且 志戸呂 堺系 丹波系 京都系 中国産 在地系 不明 合計磁器 陶器 系陶器

碗 34 24 16 2 76 
小坪 ・盃 2 6 8 
皿 5 14 33 52 
灯明具 2 3 5 
かわ らけ 63 63 
仏飯器 6 6 
香炉 3 5 1 ， 
鉢 1 7 4 3 15 
揺鉢 13 3 ， 2 27 
甕 7 7 
焼塩壺 5 5 
瓶・徳利・ 壺 5 6 11 
鍋．焙烙・ 釜 18 18 
玩具類 2 1 3 6 
水滴 2 2 
蓋 1 1 
茶入 1 1 
煙硝播 1 1 

盤 2 2 
天目台 1 1 
合子 1 1 
卸皿 1 1 

建水 1 1 
入子皿 1 1 

合 計 58 46 92 10 3 8 11 1 4 84 3 320 

れず、 そのような中て‘‘口縁が破損している香炉の数が

多いということは、初めから香炉を「灰落とし」とし

て購入したのてはないかと考えられる。

この時期、「灰落とし」として体系付けられた陶磁器

は成立しておらず、香炉が「灰落とし」として利用さ

れている事例が多いことからも考証の必要があろう 。

焼塩壺は、枠線一重 「天下一堺ミなと

と枠料泉一重 「天下一御壺塩師

藤左衛門」

堺見なと伊織」の二種

-606-



第496図 17世紀後葉のかわらけ
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類がある。前者は承応三年(1654)から使用され、後者

は延宝七年（1679)から使用された刻印て‘‘ある。刻印の

年代は年代推定の手掛かりのひとつとなっている。

在地系のものは、焙烙とかわらけが出土している。

焙烙はすべて瓦質平底の内耳焙烙てあり、刻印を有す

るものなどはなかった。

かわらけに関しては、灯明皿としての使用痕の有無

を問わず土師質皿をかわらけとして数えた。

かわらけは、底部・体部ともに厚手て‘あり、内弯気

味の直立口縁を持ち、底径は口径に比してやや大きめ

のものが多い。規格はほぱ一致しているが、成形・整

形にはいくつかの違いがあり、胎土も様々てある。

本遺跡て出土したかわらけは、 17世紀後葉のものと

しては、江戸や江戸近郊出土のもの とは異なるところ

があり、一節設けて取り上げてみる。

かわらけについて

当遺跡て‘‘出士 したかわらけは、共伴関係から17世紀

後葉から18世紀初頭に位置づけられる。

そこて‘‘時期が近く、比較するのに適当な条件を持つ

遺跡を元荒川・荒川・中山道という鴻巣周辺を通る河

川・街道沿線を中心に取り上げてみた。これは、 当時

の商品流通・技術伝播を考える上て‘‘比較し易いと考え

たためてある。しかし、これらの地域て‘‘は、近世遺跡

の調査が不十分てあり、時期や遺跡の性格を考慮して

選んだこともあって、比較する遺跡が少なくなってし

まったことを断っておく。

第496図を見ると新屋敷遺跡のかわらけは川越や大

井町、或いは江戸の遺跡から出土したものとは成形上

の特徴を異にしていることがわかる。江戸や埼玉県南

部のかわらけには器壁が薄く、外反気味の口縁を持つ

ものが多く見られる。特に埼玉県南部の各遺跡出土の

かわらけは、独自の系譜をたどりながらも江戸在地系

のかわらけの影響を少なからず受けて変遷していると

参考文献

思われる。これらの要因には、流通のおよぶ範囲、も

しくは生産者・エ人の交流、技術の伝播が考えられる。

逆に埼玉県北部地域出土のものは比較的新屋敷遺跡

出土のものとの類似性が見受けられる。このような形

態のかわらけは、江戸市中ては17世紀前葉まては見受

けられる古いタイプのようてある。つまり、埼王県北

部地域て‘‘は、江戸周辺地域て‘‘17世紀中葉に訪れると考

えられる成形・整形上の技術転換の影響を受けること

なく独自の系諧て‘‘変遷してきていると推察される。

埼玉県北部においてこのような状況が見られるとい

うことは、肥前や瀬戸美濃産などの陶磁器が江戸と遜

色なく流通しているのに比べ、中世以来の在地色の強

いかわ らけは継続 して使用されていたことを意味して

いる。これは江戸在地系のかわらけ、 もしくはその製

作技術の導入を必要としない、需要に応じた生産が在

地において十分に成されていた結果てあると考える。

まとめ

他の遺跡と比較しても、出土遺物の相違などから 当

遺跡が将軍家や有力諸大名と関わりの深い場所て、ある

とは考え難い。陶磁器類の時期が御殿廃絶後を中心と

していることからも、 当遺跡には鴻巣御殿関連施設と

は違った性格があると思われる。

歴史地理学的に考えても新屋敷という地名は、「元屋

敷・古屋敷」に対しての「新屋敷」と考える方が考え

やすい。したがって、新屋敷遺跡は鴻巣御殿に伴う「御

鷹部屋」としての存在よりも御殿廃棄後にてきた新し

い役屋敷て‘あったと想定する方が妥当てあろう。

以上、新屋敷遺跡の陶磁器の組成やかわらけの特徴

から新屋敷遺跡の性格を考えてみた。誤認している点

もあるかと思われるが、以上のような土器組成を提示

てきたことは有意義なことて‘‘あったと考える。今後こ

のデータが、地域の近世史を解明する手掛かりとなれ

ば幸いてある。

成瀬晃司・堀内秀樹 1990 「消費遺跡における陶磁器の基礎的操作と分析」 『東京大学本郷構内の遺跡 医学部附属病院地点』

昼間孝志 1997 「鷹狩りと鴻巣御殿」 『埼玉自治』第557号 埼玉県自治研究会
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附 篇

1.平安時代出土遺物の胎土分析
（株）第四紀地質研究所井上巖

目次

1 実験条件

2 実験結果の取扱

3 X線回折試験結果

3-1 タイプ分類

3-2 石英一斜長石の相関について

4 化学分析結果

4 -1 Si02-Alz03の相関について

4 -2 Fe.z03-MgOの相関について

4-3 K心ーCaOの相関について

5 まとめ

図表目次

第1図三角ダイヤグラム位置分類図

第2図 菱形ダイヤグラム位置分類図

第3図 Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム

第4図 Mo-Ch、Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第5図Qt-Pl図

第6図 Si02-AlzCh図

第7図 FezOJ-MgO図

第8図氏0-CaO図

第 1表胎土性状表

第2表化学分析表

第3表 タイプ分類一覧表

X線回折試験及び化学分析試験

したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として

実験に供した。化学分析は土器をダイヤモンドカッ

ターて‘‘小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表

面をコーテングしないて‘‘、直接電子顕微鏡の鏡筒内に

挿入し、分析した。

1 -2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定は

X線回折試験によった。測定には日本電子製JDX

-8020X線回折装置を用い、次の実験条件て実験した。

Target: Cu, Filter: Ni, Voltage: 40kV, Cur-

rent: 30mA,ステップ角度： 0.02°

計数時間： 0.5秒。

1 -3 化学分析

元索分析は日本電子製5300LV型電子顕微鏡に

2001型エネルギー分散型蛍光X線回折装置をセット

し、 実験条件は加速電圧： 15KV、分析法 ：スプリン

ト法、分析倍率： 20併音、分析有効時間 ：100秒、分析

指定元素10元素て行った。

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1表胎土性状表に示す通りて‘

ある。 X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥

2 X線回折試験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎士性状表に示す通りてある。第

l表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物及び造岩

鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対する

分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘士鉱物及び造岩鉱物の

各々に記載される数字はチャートの中に現われる各鉱

物に特有のピークの強度を記載したものて‘‘ある。

電子顕徴鏡によって得られたガラス量と X線回折試

験て‘‘得られたムライト (Mullite)、クリストバライト

(Cristo bali te)等の組成上の組合せとによって焼成

ランクを決定した。
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2 -1 組成分類

1) Mont-Mica-Hb三角ダイアグラム

第1図に示すように三角ダイアグラムを 1~13に

分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位

置を数字て表した。

Mont、 Mica、Hbの三成分の含まれない胎士は記載

不能として14にいれ、別に検討した。

三角ダイアグラムはモンモリロナイト (Mont)、 雲

母類 (Mica)、角閃石 (Hb)のX線回折試験における

チャートのピーク強度をパーセント（％）て表示する。

モンモリロナイトはMont/Mont+Mica+ Hb * 

100てパーセントとして求め、同様にMica,Hbも計算

し、 三角ダイアグラムに記載する。

三角ダイアグラムの内の 1~4はMont,Mica, Hb 

の3成分を含み、各辺は 2成分、各項点は 1成分より

なっていることを表している。

位置分類についての基本原則は第 1図に示す通りて‘‘

ある。

2) Mont-Ch、Mica-Hb菱形ダイアグラム

第2図に示すように菱形ダイアグラムを 1~19に

区分し、位置分類を数字て記載した。記載不能は20と

して別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、雲母類(Mica)、角閃石

(Hb)、緑泥石（Ch)の内、 a)3成分以上含まれない、

b) Mont,Chの2成分が含まれない、 c)Mica,Hb 

の2成分が含まれない、の 3例がある。

菱形ダイアグラムはMont-Ch,Mica -Hbの組合せ

を表示するものてある。

Mont-Ch, Mica-HbのそれぞれのX線回折試験の

チャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントて表す

ものて‘‘、例えば、 Mont/Mont+Ch* 100と計算し、

Mica,Hb,Chも各々同様に計算し、記載する。

菱形ダイアグラム内にある 1~ 7はMont,Mica,

Hb,Chの4成分を含み、各辺はMont,Mica, Hb, Ch 

のうち 3成分、各項点は 2成分を含んて、いることを示

す。

位置分類についての基本原則は第 2図に示す通りて‘‘

ある。

2-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成

と、電子顕微鏡観察によるガラス量によって行った。

ムライト (Mullite)は、磁器、陶器など高温て‘‘焼かれ

た状態て初めて生成する鉱物て‘あり、クリストバライ

ト(Cristobalite)はムライトより低い温度、ガラスは

クリストバライトより更に低い温度て‘生成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕

微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを I~Vの

5段階に区分した。

a)焼成ランク I:ムライトが多く生成 し、ガラス

の単位面積が広く、ガラスは発砲している。

b)焼成ランクII:ムライトとクリストバライトが

共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭くなる。

C)焼成ランクIII：ガラスの中にクリストバライト

が生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状断面をし、

ガラスのつながりに欠ける。

d)焼成ランクIV:ガラスのみが生成 し、原土（素地

土）の組織をかなり残している。ガラスは微小な葉状を

呈する。

e)焼成ランクv:原土に近い組織を有し、ガラス

は殆どてきていない。

以上の I~Vの分類は原則てあるが、胎土の材質、

すなわち、粘土の良悪によってガラスの生成量は異な

るのて，，、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比

重を占める。このため、ムライト、クリストバライト

などの組合わせといくぶん異なる焼成ランクが出現す

る事になるが、この点については第 1表の右端の備考

に理由を記した。

3)化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法(10元索

全体て‘‘100％になる）て‘‘計算し、化学分析表を作成し

た。化学分析表に基づいてSiQ-AbQ,FezQ-Mgo,

応0-CaOの各図を作成した。これらの図をもとに、土

器類を元素の面から分類した。
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第 1図

三角ダイヤグラム

位 置 分類図

o'X!OO% 

6 
2' 

50 

7/  
3 

M1 1 

100%/ 

助
¥ ， ' 50 

3 分析結果

3 -1 X線回折試験結果

3 -1 -1 タイプ分類

Hb 

¥13 

50 

4 ¥  

＼〇

10 i 00%~1 

Mo 

14記載不能

第 1表胎土性状表に示すように分析した土器は新屋

敷遺跡D区出土土器と末野、中堀、雷電下、下栗野方

台の各遺跡から出土した土器てある。土器は第 3表夕

イプ分類一覧表に示すようにA~Fの6タイプに分類

された。

Aタイフ0 : Hb 1成分を含み、 Mont,Mica, Chの3

成分に欠ける。

Bタイフ0 : Mica,Hb,Chの3成分を含み、 Montl

成分に欠ける。

Cタイプ： Hb,Chの2成分を含みMont,Micaの

2成分に欠ける。

Dタイフ0 : Mica,Hbの2成分を含み、 Mont,Chの

2成分に欠ける。組成的にはCタイフ と゚

l00% 
第 2図

菱形ダイヤグラム
M1'f Ch 

位置分類図

1/  

＼ 

9/  2 ¥19 

50 l 
I 八

¥ so 
＼： 

3/  1 -1 

1 -2 
4 

5~、 ニ： /~。

ふ 5 
/15 

Mo'i 14 Hb 
20記載不能

100% 

同じてあるが、検出強度が異なる為に、

タイプが異なる。

Eタイプ： Mical成分を含み、 Mont,Hb,Chの3

成分に欠ける。

Fタイフ0 : Mont,Mica,Hb,Chの 4成分に欠け

る。高温て‘焼成された須恵器は鉱物が分

解してガラスに変質しているため 4成分

に欠ける。

最も多いタイプはFタイプて‘、高温て焼成された須

恵器て‘3洲固のうち2併固が該当する。次いて‘:Dタイフ°

の6個て‘、そのうち 5個は土師器てある。 AとEタイ

プの各3個が続く。 Aタイプは新屋敷遺跡D区の土器

2個と末野遺跡の須恵器 1個、 Eタイプは下栗野方台

遺跡の須恵器3個て‘‘構成される。Cタイプは中堀遺跡

の須恵器、 Bタイプは雷電下遺跡の須恵器1個て‘構成

される。

-611-



3-2-2 石英(Qt)一斜長石(Pl)の相関につい

て

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘

土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土

器を製作する過程て、、ある粘土にある量の砂を混合し

て素地土を作るということは個々の集団が持つ土器製

作上の固有の技術て‘‘あると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石

比を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々異なってくるものてあり、 言い換えれば、各区地

の砂は各々固有の石英と斜長石比を有していると言え

る。

第5図Qt-Pl図に示すように I~VIIの7グループに

分類された。

Iグループ：雷電下遺跡の土器が集中する。

IIグループ：新屋敷遺跡D区の土器が集中する。

IIIグループ：中堀遺跡の須恵器が集中し、末野遺跡

の須恵器と共存する。

IVグループ：新屋敷遺跡D区の土器が集中し、南比

企系の土器、末野遺跡、下栗野方台遺

跡の須恵器が混在する。

Vグ）レープ：下栗野方台遺跡の土器が集中する。

VIグループ：新屋敷遺跡D区の南比企系の士器が集

中し、新屋敷遺跡D区、末野遺跡、下

栗野方台遺跡の各須恵器が混在する。

VIIグループ：新屋敷遺跡D区の土器が集中し、中堀

遺跡と下栗野方台遺跡の須恵器が混在

する。

新屋敷遺跡D区の須恵器は全体に分散傾向にあるが

IIとIVに各3個が集中する。これとは対照的に南比企

系の土器はVIグ）レープに、土師器はVIIグ）レープに集中

する。雷電下遺跡の須恵器は Iグループに集中し、各

須恵器と土師器は独自のグループを形成し、明瞭に分

れる。

4 化学分析結果

第2表化学分析表に示すように、新屋敷遺跡D区、

末野遺跡、中堀遺跡、雷電下遺跡、下栗野方台遺跡の

各土器の化学分析値が示してある。

分析結果に基づいて第 6図Si0z-Alz03図、第 7図

FezOJ-MgO図、第 8図恥0-CaO図を作成した。

4 -1 SiOrAI心の相関について

第6図Si0z-Alz03図に示すように I~VIのグルー

プに分類された。 1グループには下栗野方台遺跡の須

恵器が集中し、新屋敷遺跡D区、末野遺跡、中堀遺跡

の須恵器が混在する。IIグ）レープには雷電下遺跡の須

恵器が集中し、新屋敷遺跡D区の土師器と末野遺跡の

須恵器が混在する。IIIグループには新屋敷遺跡D区の

土師器が集中し、新屋敷遺跡D区、末野遺跡、中堀遺

跡の須恵器が混在する。IVグループには新屋敷遺跡D

区の須恵器が集中する。Vグループには新屋敷遺跡D

区の土師器が集中し、中堀遺跡の須恵器が混在する。

VIグループには新屋敷遺跡D区の須恵器が集中する。

この結果はQt-Plの分類と同じ傾向を示す。

4 -2 Fe203-MgOの相関について

第7図Fez03-MgO図に示すように、 I ~VIIの7グ

Jレープを分類された。

Iグループには新屋敷遺跡D区の須恵器が集中す

る。IIグ）レープには新屋敷遺跡D区の南比企系の土器

が集中する。IIIグ）レープには中堀遺跡の須恵器が集中

する。IVグループには下栗野方台遺跡の須恵器が集中

する。Vグループには新屋敷遺跡D区の土師器が集中

し、新屋敷遺跡D区、末野遺跡、中堀遺跡の須恵器が

混在する。VIグループには雷電下遺跡の須恵器が集中

する。VIIグループには新屋敷遺跡D区の土師器と末野

遺跡、下栗野方台遺跡の須恵器が混在する。

各遺跡の土器は明瞭に異なるグ）レープを形成する。

4 -3 KiO-CaOの相関について

第8図氏0-CaO図に示すように、 I ~VIのグルー

プに分類された。

Iグループには新屋敷遺跡D区の須恵器と南比企系

の土器が集中し、末野遺跡の須恵器が共存する。IIグ

Jレープには雷電下遺跡の須恵器が集中し、新屋敷遺跡

D区の須恵器が混在する。IIIグループには新屋敷遺跡
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D区の土師器が集中し、新屋敷遺跡D区の須恵器と共

存する。 IVグループには下栗野方台遺跡の須恵器が集

中し、新屋敷遺跡D区の南比企系の上器が混在する。

Vグループには中堀遺跡の須恵器が集中する。 VIグ

ループには新屋敷遺跡D区の須恵器が集中する。

各遺跡の土器は各々異なるグループを形成し、明瞭

に分かれる力浮刑屋敷遺跡D区の須恵器は全体に分散傾

向にある。

5 まとめ

1)土器胎土はA~Fの11タイプに分類され、 Fタ

イプは2併固、 Dは6個 AとEタイフ ぱ各3個て‘‘、 C 

タイフ°2個、 Bタイプ1個て‘構成される。

2) X線回析試験に基づくQt-Pl相関て‘‘は新屋敷遺

跡D区の須恵器は全体に分散傾向にある力浮斤屋敷遺跡

D区の土師器、南比企系、雷電下遺跡の須恵器は独自

第 1表胎土性状表

試料 タイプ 焼成 組成分類

No. 分類 ランク Mo-Mi-HblMo-Ch,Mi-HbMont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt 

新屋敷D-1 F I 14 20 2133 

新屋敷D-2 F 
＇ 

l 4 20 2244 

新屋敷D-3 F 14 20 2122 

新屋敷D-4 F 14 20 2546 

新屋敷D-5 F 14 20 ！ ！ 1770 

新屋敷D-6 F 
114 4 220 0 

218 0 60 
新屋敷D-7 F 二 00 

新屋敷D-8 F 14 20 L空し
新屋敷D-9 F 14 20 」-- 旦竺O-
新屋敷D-10 D 7 20 168 85 

畳新屋敷D-11 A 5 20 63 

新屋敷D-12 ＇ F 14 20 1842 

新屋敷D-13 F 14 20 

新屋敷D-14 A 5 20 

新屋敷D-15
F 14 1 22こ0 一

新屋敷D-16 F 14 

新屋敷D-17 F 14 20 

新屋敷D-18 D 7 --「―-26
新屋敷D-19 D 7 20 

戸新屋敷D-20
D D D -- -— 7 7 7 I I | i 2220 0 0 --敷D-21

口新：屋芸敷D-：24： A 5 十 20 

1□ --14 20 -

戸新屋敷DD -25 
14 I 20 

-26 

口新屋匹敷D翌-28 

□新屋敷D--_2_390 

戸新屋敷敷四圧翌l 

新屋敷D-33

のグループを作り、明瞭に分かれる。新屋敷遺跡D区

の須恵器はIIとIVグループに集中し、他は分散するこ

とから推察 して、少なくとも 6種類以上あるのてはな

かろうか。

3)化学分析結果て‘、も新屋敷遺跡D区の南比企系の

土器、上師器、 雷電下遺跡の須恵器、下栗野方台遺跡

の須恵器は独自のグループを形成する。これとは対照

的に新屋敷遺跡D区の須恵器は全体に分散傾向て‘、そ

のうち一部は 2グループを形成し、他は分散する。こ

の傾向はQt-Plの相関と同じ傾向を示す。新屋敷遺跡

D区の須恵器は少なくとも 6種類以上あるように見受

けられる。

4)新屋敷遺跡D区の須恵器は鉱物組成、元索組成

的に見て末野遺跡、中堀遺跡、雷電下遺跡、下栗野方

台遺跡などの須恵器 とも新屋敷遺跡D区の南比企系、

土師器とも異なる須恵器てある。

粘土鉱物および造岩鉱物 器種 遺跡名

Pl l [Crist Mullite K-fels Halloy Kao! Pvrite Au ガラス

197 719 48 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

106 L§52 70 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

87 606 IOI 92 須恵器高台付椀 新屋敷遺跡D区

175 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

129 736 73 74 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

53 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

87 928 194 190 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

173 I 165 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

L墜 ←
須恵器坪 新屋敷遺跡D区

898 -• 
須恵器坪 新屋敷遺跡D区

291 
1l - 懲恵器坪 新屋敷遺跡D区

73 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

須恵器坪 新屋敷遺跡D区

須恵器坪 新屋敷遺跡D区

墾墨器坪 新屋敷遺跡D区

須恵器坪 新屋敷遺跡D区

須恵器坪 新屋敷遺跡D区

土師器椀 新屋敷遺跡D区

士師器尚台付椀新屋敷遺跡D区

士師器贔台付椀新屋敷遺跡D区

士師器甕 新屋敷遺跡D区

士師器甕 新屋敷遺跡D区

下須須恵恵器器商高台台付付寸椀椀椀 末野遺遺跡跡
末野

須須須恵恵器器坪高台付椀 1に末中中野堀堀堀遺遺遺遺跡跡跡跡＿ー

須恵器高台付椀雷電下遺跡

須恵器高台付椀雷電下遺跡

須恵器坪 下栗野方空堕壁ー

-須須須恵恵恵-器器器-蓋蓋鉢ーーロ，I下下栗栗栗野野野方方方台台台・-遺遺遺-跡跡跡-一＿ 

新屋敷D-34
- -— -• --—•— • --- 2072 ・ ---185 ---9-6-, --8--8,----- --—+--ー.-• 1-09 I ： -

新屋敷D-35
須恵器甕 I下栗野方台遺跡
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分析遺物実測図
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分析遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 遺跡 名 生産地

1 須恵器坪 (12.0) CKL A 灰色 10 新屋敷遺跡D区 南比企産

2 須恵器坪 (12.2) CKL A 灰色 10 新屋敷遺跡D区 南比企産

3 須恵器高台付碗 (14.2) BCKL A オリープ灰色 20 新屋敷遺跡D区 南比企産

4 須恵器坪 (6.4) CKL A 灰白色 30 新屋敷遺跡D区 南比企産

5 須恵器坪 (5 8) BCKL A 灰色 30 新屋敷遺跡D区 南比企産

6 須恵器坪 (12. 2) GK A 灰白色 10 新屋敷遺跡D区

7 須恵器坪 (13 6) CKL A 灰色 10 新屋敷遺跡D区

8 須恵器杯 (12.2) BKL A 灰白色 10 新屋敷遺跡D区 南比企産， 須恵器坪 (5.0) GKL A 灰色 80 新屋敷遺跡D区

10 須恵器坪 (5 6) GKL A 淡黄色 30 新屋敷遺跡D区

11 須恵器杯 (12.8) BGKL A 灰色 10 新屋敷遺跡D区

12 須恵器坪 (13.2) BKL A 青灰色 10 新屋敷遺跡D区

13 須恵器杯 4.9 BGKL A 灰色 100 新屋敷遺跡D区

14 須恵器杯 (6.6) BGKL A 灰色 25 新屋敷造跡D区

15 須恵器坪 KL A 灰臼色 30 新屋敷遺跡D区

16 須恵器杯 (13.0) BKL A 灰色 10 新屋敷遺跡D区 南比企産

17 須恵器坪 (6.2) CKL A にぶい褐色 30 新屋敷遺跡D区 南比企産

18 土師器碗 HKL A 橙色 10 新屋敷遺跡D区 新治産

19 須恵器高台付碗 HKL A 橙色 10 新屋敷遺跡D区 新治産

20 土師器高台付碗 (6.0) HKL A 橙色 30 新屋敷遺跡D区 新治産

21 土師器甕 HKL A 橙色 10 新屋敷遺跡D区

22 土師器甕 HKL A 明赤褐色 10 新屋敷遺跡D区

23 須恵器杯 (13.0) 4.8 (6.0) GKL A 灰オリ ーブ色 10 末野遺跡 末野産

24 須恵器高台付碗 (13.0) 3.0 (6.6) BDKL A 灰色 10 末野遺跡 末野産

25 須恵器高台付碗 (7 0) BDKL A 灰色 60 末野遺跡 末野産

26 須恵器高台付碗 (15.8) BGKL C 灰白色 10 中堀遺跡

27 須恵器坪 (12 3) 3.5 (6 6) BDGKL A 灰色 40 中堀遺跡

28 須恵器高台付碗 (14.4) 5.0 (7 2) BDGKL A 灰白色 50 中堀遺跡

29 須恵器高台付碗 (13.0) FKL A 橙色 10 雷電下遺跡 児玉産

30 須恵器高台付碗 (11.4) BKL A 灰色 10 雷電下遺跡 児玉産

31 須恵器坪 (15.4) HKL A 灰臼色 10 下栗野方台遺跡 新治産

32 須恵器蓋 HKL A 灰白色 10 下栗野方台遺跡 新治産

33 須恵器蓋 BKL A 灰色 10 下栗野方台遺跡 新治産

34 須恵器鉢 HKL A 灰色 10 下栗野方台遺跡 新治産

35 須恵器甕 BKL A 灰赤色 10 下栗野方台遺跡 新治産

第 2表 化 学分析表

試料番号 Na20 MgO Al203 Si02 K20 CaO Ti02 MnO Fe203 NiO Total 器種 遺跡名

新屋敷D-1 0 71 0.47 19.73 65.94 1.08 0 69 0 78 0.41 10.20 0.00 100.01 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-2 1.40 0.91 21. 91 64.20 1.10 0.51 1.43 0.40 7.92 0.21 99.99 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-3 0 58 0.50 12 80 77.54 1.42 0 19 0.75 0.30 5.92 0.00 100. 00 須恵器品台付碗 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-4 0.91 0.98 21.29 65.63 2.08 0.54 0.96 0 14 7.48 0.00 100.00 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-5 0.78 1.07 20 19 67.85 1.60 0.50 0.91 0.00 6.71 0.39 100.00 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-6 0.00 0.72 14.78 73.79 4.42 0.28 0.59 0 02 5.38 0.02 100.00 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-7 0.16 0.83 26.27 63.35 1.49 0.41 1.43 0.21 5.84 0.00 99.99 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-8 0.43 1.09 21.49 67.76 1.62 0.30 1.15 0.07 6.06 0.03 100.00 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-9 0 00 0.61 14.15 72.49 5.50 0 29 0.66 0.13 5.33 0.49 100.00 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-10 0. 72 0.57 18.46 72.66 1.05 0.49 0.72 0.00 5.32 0.02 100 01 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-11 1 74 1. 21 23.89 60.45 1.51 0 64 1.21 0 16 9.19 0.00 100.00 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-12 0.04 1.23 14.14 73.19 4.10 0.36 0.61 0.36 5.97 0.00 100.00 須恵器坪 新屋敷追跡D区

新屋敷D-13 0.88 0.89 23.81 58.43 2.00 1.03 1.84 0.35 10.52 0.25 100.00 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-14 0.59 1. 76 24.30 55.55 1. 93 0.85 1. 77 0.00 13.00 0.25 100.00 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-15 0.51 1.35 25.59 57.80 2.45 0. 72 1. 76 0.08 9.75 0.00 100.01 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-16 0 30 0.90 27 12 62.39 1.54 0 40 1.27 0 00 5.87 0.21 100.00 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-17 1. 31 0.83 19.45 67.71 1.89 0.61 0.93 0.00 7 25 0.02 100 00 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-18 0.86 1.31 22 59 60.19 2 98 0.82 1.14 0.28 9.68 0.15 100.00 土師器碗 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-19 0 71 0.91 22.22 59.30 2.84 0.91 2.07 0.00 11 30 0.00 99 99 土師器品台付碗 新屋敷追跡D区

新屋敷D-20 0.91 0.91 23.89 61.60 2.59 0.50 0.99 0.34 8.27 0.00 100.00 土師器高台付碗 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-21 0.44 1.15 22 00 60.90 2.17 0.78 2.28 0.22 10.05 0.00 99.99 土師器甕 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-22 0.80 1.24 23.03 56.17 1.09 1.18 0.76 0.00 15.48 0.24 99 99 土師器甕 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-23 0.88 1.43 26.48 55.56 1.44 0.50 1.59 0.28 11.84 0.00 100.00 須恵器甕 末野遺跡
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試料番号 Na20 MgO Al203 Si02 K20 CaO Ti02 MnO Fe203 NiO Total 器種 遺跡名
新屋敷D-24 2.22 1 18 22 44 60.05 1.59 0.61 1.26 0.35 10.13 0.18 100.01 須恵器品台付碗 末野遺跡
新屋敷D-25 0.81 0.79 22.82 55.90 1.23 0.62 1.28 0.00 16.55 0.00 100.00 須恵器晶台付碗 末野遺跡
新屋敷D-26 0.50 2.55 20 56 63.25 2.76 1.36 1.15 0.00 7.86 0.00 99.99 須恵器品台付塊 中堀遺跡
新屋敷D-27 0 64 1 31 24 85 56.56 2.87 1.16 1.57 0 00 10 66 0 38 100.00 須恵器坪 中堀遺跡
新屋敷D-28 0.88 2.43 22.03 60.76 2.50 1.43 1.56 0.12 8.03 0.27 100.01 須恵器品台付碗 中堀遺跡
新屋敷D-29 1 23 2 17 23 78 52.49 2.16 0.97 1. 51 0.00 15 40 0.28 99.99 須恵器高台付碗 雷電下遺跡
新屋敷D-30 0.30 2.89 22.04 55.82 2.37 1.18 1.58 0.05 12 77 0.00 100 00 須恵器品台付碗 雷電下遺跡
新屋敷D-31 0.77 0.56 26.54 59.88 2.95 0.66 1.19 0 07 7 26 0.12 100.00 須恵器杯 下栗野方台遺跡
新屋敷D-32 0 40 0.77 26.55 57.52 2.61 0.49 1.54 0.04 9.99 0.09 100 00 須恵器蓋 下栗野方台遺跡
新屋敷D-33 1 18 0.97 24.19 54.53 2.04 0.52 1 53 0 00 14.88 0.14 99.98 須恵器蓋 下栗野方台遺跡
新屋敷D-34 0.71 0.86 29.10 56.68 2.17 0.51 1.80 0.00 8.18 0.00 100.01 須恵器鉢 下栗野方台遺跡
新屋敷D-35 1.60 0.69 24.96 57.16 3.62 0.85 1 16 0.00 9.63 0.34 100.01 須恵器甕 下栗野方台遺跡

0.00 

第 3表 タイプ分類一覧表
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試料 No.
タイプ

器種 遺跡名
分顆

新屋敷D-11 A 須恵器坪 新屋敷迫跡D区

新屋敷D-14 A 須恵器坪 新屋敷迫跡D区

新屋敷D-23 A 須恵器甕 末野遺跡

新屋敷D-29 B 須恵器高台付碗 雷電下遺跡

新屋敷D-26 C 須恵器高台付碗 中堀遺跡

新屋敷D-28 C 須恵器闇台付碗 中堀遺跡

新屋敷D-10 D 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-18 D 土師器坑 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-19 D 土師器高台付碗 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-20 D 土師器高台付碗 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-21 D 土師器甕 新屋敷迫跡D区

新屋敷D-22 D 土師器甕 新屋敷造跡D区

新屋敷D-31 E 須恵器坪 下栗野方台遺跡

新屋敷D-32 E 須恵器蓋 下栗野方台遺跡

新屋敷D-34 E 須恵器鉢 下栗野方台追跡

新屋敷D-1 F 須恵器坪 新屋敷迫跡D区

新屋敷D-2 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-3 F 須恵器高台付碗 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-4 F 須恵器坪 新屋敷追跡D区

新屋敷D-5 F 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-6 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-7 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-8 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-9 F 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-12 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-13 F 須恵器杯 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-15 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-16 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-17 F 須恵器坪 新屋敷遺跡D区

新屋敷D-24 F 須恵器高台付浣 末野追跡

新屋敷D-25 F 須恵器高台付碗 末野遺跡

新屋敷D-27 F 須恵器坪 中堀遺跡

新屋敷D-30 F 須恵器高台付碗 雷電下遺跡

新屋敷D-33 F 須恵器蓋 下栗野方台遺跡

新屋敷D-35 F 須恵器甕 下栗野方台遺跡
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第 5図 Qt-Pl図
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2.近世漆器の塗膜分析

I.分析の方法

漆器の製作技法や品質は考古学や美術史て‘一般的な

表面観察て‘‘は加飾部分や外形て‘‘しか判断てきず、塗膜

の下に隠された楳漆や下地材料などの情報は塗膜分析

によって引き出される。この方法は漆器の内外面数箇

所から数mmの塗膜片を採取し、ポリエステル系樹脂に

包埋後その断面を研磨した上、これをプレパラートに

接着してさらに研磨する（＃100~3000)。そして金属

顕微鏡、偏光顕微鏡、実体顕微鏡などて観察し、サン

プルてある手板試料と比較検討しながら探漆や下地材

料の同定を行うものてある））。塗装液の同定には代表

的なものを赤外線(IR)吸収スペクトル法、赤色顔料

の同定には蛍光X線分析法を併用した。

本稿て‘‘用いる用語については基本的には漆工用語に

従うが、意味が曖昧て‘‘誤解をまねくものについては、

以下のように規定して使用する。

①赤色漆赤色の顔料て‘‘ある朱やベンガラが未同定の

場合には「赤色漆（未同定）」と最初に断って使用し、

同定済みは「赤色（朱）漆」「朱漆」「ベンガラ漆」など

と表記する。よく使われる「赤漆（あかうるし）」は「赤

漆（せきしつ）」との混同をさけるために用いない。内

外面とも赤色漆の場合は「総赤色（未同定）漆」、同定て‘‘

きた場合は「総赤色（朱）漆」、あるいは慣例による「総

（惣）朱」「皆朱」「朱漆器」を用いることもある。

②黒色漆黒色の顔料て‘‘ある炭素粒子や鉄系化合物粒

子などを含むものを 「黒色漆」、まぎらわしいが黒色顔

料を含まないものを「黒色系漆」として区別する。な

ぜならば「黒色系漆」においては、黒色顔料を含まず

とも漆自体の表層が茶黒色に変質することと、さらに

下地色を反射して肉眼て‘‘は黒色に見えるからてある。

近年の筆者の調査て‘‘は古代以来こうした方法が一般的

と考えられるのて、技術や材料科学の上からも両者の

区別が必要て‘ある。未同定の場合は、はじめに「黒色

漆（未同定）」とことわる。内外面とも黒色漆の場合は

漆器文化財科学研究所四柳嘉章

「総黒色漆」、同じく黒色系漆は「総黒色系漆」（慣例

による「総（惣）黒」は両者を含んだものてある）、内面

赤色外面黒色漆は「内赤外黒色漆」、同じく外面黒色系

漆は「内赤外黒色系漆」とする。赤色顔料が同定され

ている場合は「内朱外黒色漆」あるいは「赤（ベンガラ）

外黒色漆」、「内朱」てもかまわない。

③下地の分類 一般の粗い鉱物粒子を用いたものは

「地の粉漆下地」、珪藻土使用は「珪藻土漆下地」、より

細かい砥の粉類似は「錆漆下地」、膠使用は「地の粉（錆）

膠下地」、炭粉は漆を用いたものは「炭粉漆下地」、柿渋

を用いたものは「炭粉渋下地」などとする。

II.分析結果

塗膜分析報告（塗装工程）の記述は、木胎（木地）の上

に施された順に番号（①～)を付して説明する（木胎ヘ

の木固め工程の記述は省略）。分析番号は埋蔵文化財事

業団て付けられた漆器の資料番号と一致する。層厚は

1資料につき内外面各4点を分析したものの平均値て‘‘

あり、必ずしも図版のスケールとは一致しない。報文

中、最後の工程て‘ある上塗漆の項て‘「表層変質」とあ

るのは、時に誤って「黒色着色層」と報告されるが、

黒色顔料が含まれているわけてはなく、空気と常に接

触する上塗漆の表層には多糖一糖タンパクーウルシ

オール成分の層があり、酸化して茶褐色ないし茶黒色

に変質している。すなわちこの表層力哨変化劣化防止層

となって強い塗膜が形成される。

◇分析No.l（図版1-1• 2、D区SE75出土）

椀（内赤外黒色系）

器形・表面観察

半球状にゆるやかに立ち上がる厚手の内赤外黒色系

椀。外面は暗茶色を呈し赤色漆による丸に葉の家紋が

加飾されている。葉は柏か梶のようにも思えるが、葉

脈には引掻（針描）技法が用いられている。内面の赤色

は腔脂色に近い赤て‘‘、マンセル値は4R 4/11てある。

ョコ木（柾目）取り 。
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D区SE75から 2点の漆器が出士しているのて、念の

ために体部をNo.l -1、みこみ・高台部をNo.l -2と

して分析をおこなった。

塗膜分析

No. l -1内面①炭粉渋下地層。層厚は20~lOOμm

と幅がある。表層の分離は 5μm前後。炭粉粒子は針葉

樹の木口組織をとどめる粗いものて‘‘、大きなものては

61X lOμmの針状も含まれている。②赤色（ベンガラ）

漆層。層厚6lμm前後。ベンガラ粒子は lμm以下のも

のが大半て‘‘あるが、長径2~7μmの楕円形粒子を含

むやや粗い破砕工程て‘ある。

No. l -1外面（図版 1-1) ①炭粉渋下地層。層厚

や炭粉粒子はほば内面に同じ。②漆層。層厚は14~69

μm。表層 5μm前後が変質。透漆の透明度は良好。

No. l -2内面（図版1-1) ①炭粉渋下地層。層圧

は40~lOOμillo表層の分離は 5μm前後。炭粉粒子は

No. l -1に同じ。②赤色（ベンガラ）漆層。層厚は54μm

前後。ベンガラ粒子は lμm以下のものが大半てある

が、大きなものては 5Xl2μmの楕円形粒子を含むや

や粗いもの。

外面は条lj離しており分析はて‘‘きなかったが、 No.1-

1と2は同一個体と確認てきる。

◇分析No.2 （図版 1-3•4 、 D区SE67出土）

椀（総赤色）

器形・表面観察

口縁部と高台を欠くが、体部は半球状にゆるやかに

立ち上がる総赤色椀。赤色の色調はNo.lと同じく腔脂

色に近い赤て‘、マンセル値は4R 4/11。ヨコ木（柾目）

取り。

塗膜分析

内面（図版 1-3) ①炭粉渋下地層。層原は75μm

前後。表層の分離は 7μm前後。炭粉粒子は針葉樹の木

口組織をとどめる粗いものて‘‘、大きなものては10X54

μmの針状も含まれ、 No.lと近似している。②赤色（ベ

ンガラ）漆層。層厚49μm前後。ベンガラ粒子は lμm

以下のものが大半て‘‘あるが、 4 Xl2μmの楕円形粒子

や長径5μm前後の楕円形粒子を含むやや粗い破砕工

程し

外面（図版 1-4) ①炭粉渋下地層。平均層厚は

122μm前後。表層の分離は 7μm前後。炭粉粒子の特徴

は内面と同じて‘‘、大きなものては12X72μmの針状が

含まれている。

②赤色（ベンガラ）漆層。層厚49μm前後。ベンガラ粒子

は内面に同じ。

◇分析No.3（図版1-5~9、D区SE64出土）

D区SE64からは明らかに異なる 2点の漆器が出土

しているのて'No.1-1とNo.l -2に分けて報告する。

No.3 -1 椀（総赤色）

器形・表面観察

高台部分て畳付を欠くが、内面の削りが深い角底の

総赤色椀て‘‘ある。高台裏まて‘‘赤色漆がしっかりと施さ

れており、黒色漆（未分析）による「今右衛門ヵ」の在

銘を有する。外面の塗膜剥離力遼fしく、全体に火熱を

受けているようて‘‘ある。赤色の色調は腔脂色に近い赤

て、マンセル値は4R 4/11。ョコ木（柾目）取り。

塗膜分析

内面（図版1-6) ①炭粉渋下地層。総厚は45μm

以上。表層の分離は 5μm前後。炭粉粒子は 2X8μm

の針状粒子や長径 5μm前後の楕円形粒子などが多

し‘o

②赤色（ベンガラ）漆層。層厚37μm前後。ベンガラ粒子

はlμm以下のものが大半てあるが、長径4~12μmの

楕円形粒子を含むやや粗いものて‘‘ある。

外面（図版 1-5) ①炭粉渋下地層。層厚は85μm

以上。表層の分離は 5μm前後。炭粉粒子は内面に同

じ。 ②赤色（ベンガラ）漆層。層厚は49μm前後。ベンガ

ラ粒子の粒度は内面に同じ。

No.3 -2 椀（内赤外黒色系）

器形・表面観察

高台と口縁部を欠くが、張った腰から強く立ち上が

る内赤外黒色系椀。外面には細線て‘描かれた赤色漆絵

がみられるが、意匠は不明。筆法は上手てある。内面

の赤色漆の色調は腔脂色に近い赤て‘‘、マンセル値は4R

4/11。ヨコ木（柾目）取り。
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塗膜分析

内面（図版1-6) ①炭粉渋下地層。層厚は途中か

謬 l離しているため不詳。表層の分離は 3μm前後。炭

粉粒子は 7Xl7μmの長方形から径 1~2 Xl4μm程

度の針状粒子が多い。②赤色（ベンガラ）漆層。層厚は

厚く llOμm前後。ベンガラ粒子は長径12~22μmの楕

円形粒子を含むやや粗いものて‘‘ある。

外面（図版 1-5) ①炭粉渋下地層。層厚は

49~122μrn, 7 X 129μmの大きな棒状粒子を含み、部

分的に針葉樹の木口組織をとどめる粗いもの。②漆層。

層厚llOμm前後。表層 3μm前後が茶黒色に変質して

しヽる。

Ill.小結

鴻巣市新屋敷遺跡の近世遺構は、 17世紀後半を中心

として18世紀後半まて営まれ、近くに将軍家が鷹狩の

際に宿泊地とした鴻巣御殿推定地があることから、鳥

見役天野家に係わる屋敷跡とも推測されている凡

本稿て‘‘は陶磁器やその他の生活用具とともに井戸内

部から出土した漆器の塗膜分析結果を報告してきた

が、その特徴を要約し、若干の所見を付してまとめに

かえたい。

分析資料は 5点、試料としては20点のプレパラート

を作成し、総赤色椀2点、内赤外黒色系椀 2点て‘‘ある

ことを確定した。

下地としてはすべて炭粉渋下地（柿渋に炭粉粒子を

混ぜたもの）が用いられ、塗装工程は下地の上に漆 1層

という 一般的な楳漆て、、上塗りの赤色顔料もベンガラ

てあった。しかしNo.3-1椀のように高台裏まて‘‘丁寧

に塗りが施されているものは、見えない部分が渋下地

てあっても、見かけは上質品として購入されたかもし

れない。

次に下地の炭粉粒子と赤色顔料の粒度を計測したと

ころ、 4点ともやや粗く共通する破砕工程ヵ咽節忍され

たのて‘‘、同一産地の製品と考えて大過ない近似性があ

ると判断した。器形て‘‘は厚手のNo.lとNo.3-2に東北

タイプの特徴がみられるようてある（後述）。樹種は詳

細な同定はおこなっていないが、大半がブナのようて‘‘

あり、楳漆と木地の対応関係が看取される。木取りは

すべてヨコ木（柾目）取りてある。

なお、こうした井戸に投げ捨てられたものが普及型

漆器て‘あっても、漆下地に何層もの漆が塗り重ねられ

た上質漆器は、 しかるべきところに1采管されていたた

めに腐食したか、あるいは移転に伴って持ち去られた

可能性もあるのて‘‘、出土漆器をもって当遺跡の漆家財

すべてを語ることはて‘‘きない。

さて、近世て‘は漆器の普及も飛躍的に増大するが、

都市や農山村の周辺て‘‘の小規模商圏の漆器生産の外

に、大名による領国経営下の広域的漆器生産地形成が

活発となり流通も複雑となる。当遺跡の 4点のデー

ターだけて産地を特定することは、産地そのものの分

析l青報が集積されていない現状ては、はなはだ困難な

ことてあるが、文献資料の上から近世の漆器生産地を

概観し、可能性を考えてみることにしたい。

1638（寛永15)年の『毛吹草』（松永重頼）掲載の漆器

産地としては山城（塗師細工、棗塗師、浅黄椀・盆・折

敷など）、大和（塗桶、塗鉢、山折敷）、和泉（中浜塗木

履、常器椀）、近江（朽木塗物揺・五器等、五器）、陸奥

（薄椀・同盆）、石見（浜田折敷）、播磨（清水折敷）、紀

伊（黒江渋地椀、根米椀、折敷）、筑前（折敷）、肥前（唐

蒔絵）、日向（五器）があげられている。 1712（正徳2)年

の 『和漢三オ図会』ては、陸奥（椀会律）、下野（椀折敷

旺伺盆・木鉢）、近江（椀B野、塗盆オ『木）、山城（塗物）、大

和（塗桶奈良、塗挽はち吉野食次）、紀伊（椀名草即江）の産地が

見える。また17世紀において、生産を開始した所は、

弘前（津軽塗）、藤崎（白子春慶）、能代（能代春慶）、川

連、荒沢（浄法寺椀）、鳴子、仙台、山形、米沢、鶴岡、

村上、日光、江戸、平沢、名古屋、高山（飛騨春慶）、

彦根、小浜（若狭塗）、金沢、高岡、竹田（竹田椀）、松

江、長崎、富山、山中などの25ヶ所におよび（高松、長

岡もこのころか）、中世末まて‘‘にすて‘‘に生産を開始して

いた会津若松（喜多方を含む）、木曾福島（木曾春慶）、

駿府、輪島、河和田（越前漆器）、黒江（紀州漆器）など

が産地として大きくなり始めたのもほぱこの時期とい

われている見

-621-



こうした乱立する各産地の製品同定は、輪島塗のよ

うに珪藻土漆下地4)てあれば識別が容易てあるが、そ

の他においては緻密な下地分析（特に地の粉下地）と

器形や意匠、材料など加飾技法の研究を行い、加賀藩

て‘‘いえば『百工比照』のような実物との比較検討が大

切となる 5）。しかし東国て‘‘は情報輩が極めて少なく困

難を伴うが、あえて産地をあげるとすれば、会津塗て‘‘

あろう。

会津漆器は1647（正保6)年ごろには領外に確実に

出しており、 1685（貞享2)年ごろには領外市場が不可

欠なものになっている。会津漆器の領外市場は領外商

人の会津への出向きによる仕入れと、会津商人による

他領への売込みがあり、例えば検断簗田氏支配下の町

宿止宿者に限ってみても、 1689（元禄 2)年の岩城平の

伝右衛門の「塗荷物調儀」を所見として、宝永末年ま

て‘‘に、三春、江戸、紀州、佐渡、勢｝小1、白川、棚倉、

最上、野州、越後、米沢、庄内、武州、福島、秋田、

上総などから荷物調儀にきているのてある。江戸へは

いち早く 1723（享保8)年には江戸塗仲間を結成し、流

通独占を図っている見こうしたことからみて、当地へ

の流通は充分考えられることて‘あろう。

なお、会津塗とならんて‘‘江戸周辺に大きな商圏を

もったものに、黒江漆器がある 7)。江戸ては黒江江戸積

塗物問屋、駿府塗物江戸仲間を結成して、広域的な進

出を図り、 19世紀には国内生産高の20％をうわまわる

ほど大量の漆器を集積し、うち 10％程度を地元消費に

あて、残り 90％を江戸ないし西国に送り出している凡

しかし、当遺跡の盛行期てある 17世紀後半には江戸や

その周辺に進出した痕跡はなく、当遺跡においては該

当しない。
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図版 1 漆器塗膜層断面の顕微鏡写真
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